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留学･研修レポート

大阪国際滝井高校 田中 亜樹３年A組

日本との架け橋になりたい交換留学を経験して

　私は４月２４日から１ヵ月間、オーストラリアのツーラックカレッジ
校への交換留学をしました。私にとって初めての経験でしたが、出発
前に不安はあまりなく、楽しみで楽しみでしかたがありませんでし
た。ところが、オーストラリア到着時にいろいろとトラブルがあった
ので、急に不安が押し寄せ、心配を抱えて留学を始めました。
　ホームステイでは、日本とオーストラリアの違いを知ることができ
ました。例えば、オーストラリアでは水は大変貴重なものなので、
シャワーを浴びる時間も短くするように厳しく言われました。食器を
洗うときは、シンクに水をためて洗い、すすぎません。最初は驚きま
したが、これも水を大切にするためなのだと思いました。日本では水
があるのが当たり前ですが、当り前のことを当たり前に思ってはいけ
ないのだと思いました。
　オーストラリアでは、夜道を歩いている人がほとんどいません。街
灯も少ないので夜道は本当に真っ暗です。日本と違って、非常に暗く
感じました。そのため、オーストラリアの星空は言葉にできないほど
すばらしかったです。
　学校は規模がとても大きく、移動するのが大変でした。教室がどこ
にあるのかなかなか覚えることができなかったので、よく通りすがり
の生徒に尋ねました。すると、みんな親切に教えてくれました。わざ
わざ教室まで案内してくれる人もいて、優しい人ばかりだと感動しま
した。１週間ほどたった頃から、みんなが声をかけてくれるようにな
り、日本語で挨拶をしてくれる人もいたので、私も積極的に声をかけ
ることができました。そのおかげで毎日がとても楽しく感じました。
　ホストファミリーは、５人家族でした。みんな仲がよく、愛が溢れ
ていました。寝る前や出かける前にはキスをして、「I love you」と１
日に１度は言っていました。普通にそう言えることがとても羨まし
く、家族を大切にできることは本当に素敵だと思いました。
　最初は不安や心配な気持ちで始まった留学でしたが、ホストファミ
リーや学校の友達のおかげで、楽しく過ごすことができました。ホス
トファミリーや友達、４週間の思い出すべてが私の宝物です。この留
学で私の人生は大きく変わりました。英語をもっと上達させて、もう
一度ホストファミリーや友達を訪れ、私の成長した姿を見てほしいと
思っています。
（奥田政三教育・研究基金により、4月24日から5月22日まで

豪・ツーラックカレッジへ派遣留学）

　大学に入る前に日本経済について考えていたこととは、大学
に入ってから変わりました。日本列島は４分の３が山なのに、
日本人はどうやって素晴らしい国を作ったのかをいつも考えま
す。大阪国際大学のそばに住んでいますが、ここは山の上にあ
るのに立派な町が作られています。
　私が力を入れているところは、日本語のレベルを上げるため
に、一生懸命新しい語いを習ったり、１級の文法を勉強したり
することです。そして、わからない専門的なことはわかるよう
にインターネットで調べたり、先輩に聞いたりしています。
　大学の外での私の趣味は料理を作ることなのです。日本料理
が難しいので作れるように一生懸命やります。詩は大好きなの
で、日本語で作る詩は私の夢です。夢を実現するために日本詩
の本を読んでいます。
　将来、世界が金融危機にならないように、私は今、一生懸命
勉強して考えています。そして日本とサウジアラビアのビジネ
スがもっと深まるように、石油だけでなくいろんなことを探し
ています。もし大学院に進んだら、サウジアラビアの大学で日
本の経済や日本のビジネスについて教えるつもりです。サウジ
アラビアには、石油以外にもいろんな資源があります。できれ
ばこの資源を利用して、サウジアラビア経済が上がるように考
えていきたい。
　また、サウジアラビアは観光が新たなものです。私は将来、
日本での観光の経験を生かして、国の観光が経済に役に立つこ
とができるように日本で働くことも考えています。

（サウジアラビア出身）

大阪国際大学ビジネス学部 アルファラジ アルワリード スレイムンＡ
経済ファイナンス学科1年次生

 
韓
国
・
台
湾
か
ら
28
人
〝
短
期
留
学
〟
大 

学

日本語研修 ためになった！
充実した企画内容で、思い出をいっぱいつくった参加留学生たち

本校生との会話練習から
祇園祭や野球観戦

　

大
学
で
は
、
７
月
13
日
か
ら
24
日
ま
で
の
２
週
間
、
韓
国
・
台
湾
地
域
か
ら
28
人
の
外

国
人
留
学
生
を
迎
え
て
夏
期
日
本
語
研
修
を
実
施
し
た
。
前
例
の
な
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
た

め
に
関
係
者
一
同
手
探
り
で
の
実
施
と
な
っ
た
が
、
参
加
し
た
留
学
生
か
ら
は
非
常
に
高

い
評
価
を
得
て
無
事
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
内
容
は
、
①
日
本

語
授
業
②
フ
ィ
ー
ル
ド
ト
リ
ッ
プ 

（
祇
園
祭
見
学
、
食
品
サ
ン
プ
ル
作

り
な
ど
）
③
カ
ン
バ
セ
ー
シ
ョ
ン

パ
ー
ト
ナ
ー
の
三
本
柱
で
あ
る
が
、

中
で
も
特
徴
的
な
の
は
「
カ
ン
バ

セ
ー
シ
ョ
ン
パ
ー
ト
ナ
ー
」
で
あ
ろ

う
。

　

こ
れ
は
日
本
人
学
生
と
留
学
生
が

１
対
１
の
ペ
ア
と
な
り
、
日
本
語
会

話
の
練
習
を
期
間
中
４
回
行
う
も
の

で
あ
る
。
食
堂
や
野
外
ベ
ン
チ
で

パ
ー
ト
ナ
ー
同
士
が
楽
し
そ
う
に
、

日
本
語
で
お
し
ゃ
べ
り
を
し
て
い
る

風
景
は
と
て
も
国
際
的
で
平
和
に
満

ち
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　

授
業
後
や
週
末
に
は
留
学
生
た
ち

は
各
自
で
甲
子
園
で
の
野
球
観
戦
や

研
究
の
た
め
国
会
図
書
館
関
西
館
を

訪
問
す
る
な
ど
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
に
過

ご
し
、
思
い
出
を
胸
い
っ
ぱ
い
に
帰

国
し
た
。

　

最
後
に
台
湾
人
学
生
の
コ
メ
ン
ト

を
紹
介
し
て
終
わ
り
た
い
。

　
「
今
回
の
研
修
は
と
て
も
楽
し
い

で
し
た
。
い
ろ
い
ろ
優
し
い
人
に
会

い
ま
し
た
。
先
生
も
い
い
し
、
韓
国

人
も
い
い
し
、
日
本
の
パ
ー
ト
ナ
ー

も
い
い
で
し
た
。
本
当
に
よ
か
っ
た

で
す
。
次
回
機
会
が
あ
っ
た
ら
絶
対

大
阪
へ
行
き
ま
す
。」（
原
文
そ
の
ま

ま
）

（
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
係
員

 

谷
口　

勝
浩
）

多
彩
な
学
習
ア
ク
テ
ィ
ブ
に 

２
週
間

２
つ
の
公
式
サ
イ
ト 

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

幼稚園
「
園
ち
ょ
こ
日
記
」

一
段
と
可
愛
い
く

　
「
幼
稚
園
の
公
式
サ
イ
ト
＝
写
真

上 

が
新
し
く
な
り
ま
し
た
ね
。
幼

稚
園
ら
し
い
や
さ
し
さ
が
出
て
い
て

よ
か
っ
た
で
す
よ
」「
幼
稚
園
の
事

や
方
針
が
よ
く
分
か
り
ま
す
」「
園

ち
ょ
こ
日
記
楽
し
み
に
見
て
い
ま

す
」
な
ど
と
、
た
く
さ
ん
の
保
護
者

か
ら
嬉
し
い
言
葉
を
い
た
だ
い
て
、

悩
み
な
が
ら
話
し
合
い
を
重
ね
て
、

す
て
き
な
サ
イ
ト
が
で
き
て
よ
か
っ

た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
も
、「
風
船
や
帽

子
、
て
ん
と
う
虫
の
仕
掛
け
が
楽
し

い
で
す
」「
か
わ
い
く
て
ま
た
見
た

く
な
り
ま
す
」
な
ど
と
話
題
に
な
っ

て
い
て
、
苦
心
し
て
考
え
た
甲
斐
が

あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
保
護
者
の
方
々
に

喜
ん
で
見
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、

園
ち
ょ
こ
日
記
な
ど
も
工
夫
し
て
随

時
更
新
し
て
い
き
ま
す
。

学 園
創
立
80
周
年
に
連
動

３
ヵ
国
語
動
画
配
信

　

学
園
の
公
式
サ
イ
ト
＝
写
真
下

も
、
幼
稚
園
と
同
時
に
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
し
ま
し
た
。
幼
稚
園
が
、
親
子
で

見
て
い
た
だ
く
こ
と
を
想
定
し
た
可

愛
ら
し
い
デ
ザ
イ
ン
で
あ
る
の
に
対

し
、
学
園
の
サ
イ
ト
は
、
法
人
の
基

本
情
報
に
つ
い
て
様
々
な
立
場
の
方

に
ご
理
解
い
た
だ
く
こ
と
を
目
指

し
、
掲
載
す
る
情
報
は
絞
り
込
み
、

デ
ザ
イ
ン
も
シ
ン
プ
ル
な
作
り
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
の
改
善
に
よ

り
、
旧
サ
イ
ト
よ
り
各
ペ
ー
ジ
間
の

移
動
も
ス
ム
ー
ズ
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
は
創
立
80
周
年
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
に
は

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
の
フ
ラ
ッ
シ
ュ
動

画
を
配
し
ま
し
た
。
式
典
を
は
じ
め

と
す
る
記
念
行
事
の
詳
細
や
、「
80

年
の
あ
ゆ
み
」
の
日
・
中
・
英
３
ヵ

国
語
の
動
画
な
ど
も
公
開
し
て
い
ま

す
。

（
学
園　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
委
員

 

林　

佳
代
子
）

（
幼
稚
園　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
委
員

 

　

押
谷　

佳
美
）

奥
田
政
三
教
育
・

研
究
基
金
奨
学
生

(敬称略)

▽
大
学
・
短
大

海
外
協
定
校
長
期
派
遣
留
学

［
中 

浙
江
万
里
学
院
（
９
月
～
22

年
７
月
）］
楊 

雪
（
国
コ
ミ
２
）
▽

岩
波 

海
（
情
報
デ
ザ
イ
ン
２
）
▽
仲

間
沙
耶
（
国
コ
ミ
２)

▽
［
中 

遼

寧
師
範
大
学
（
９
月
～
22
年
７
月
）］

兼
島
志
宜
（
同
２
）

短
期
海
外
研
修
［
豪 

ク
イ
ー
ン

ズ
ラ
ン
ド
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル･

ビ
ジ
ネ
ス
・
ア
カ
デ
ミ
ー
英
語

研
修
（
８
月
22
日
～
９
月
13
日
）］

峠 

宗
司
郎
▽
滝
野
智
史
（
以
上
国
際

コ
ミ
３
）
▽
山
本
麻
美
▽
石
倉
大
也
▽

大
淵
憂
矢
▽
平
尾
航
太
朗
▽
辻
川
翔
平

（
以
上
同
２
）
▽
［
豪 

海
外
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
研
修
（
８
月
22
日
～

９
月
13
日
）］
前
田
結
花(

国
コ
ミ
３)

▽
西
川
紗
綾
（
短
大
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン

２
）▽［
カ
ン
ボ
ジ
ア
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
・
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
研
修
（
８

月
17
日
～
28
日
）
横
野 

心
▽
蚊
口
志

歩
（
以
上
心
理
コ
ミ
３
）
▽
中
西
里
英

(

人
間
健
康
２)

▽
齋
藤
拓
己
（
経
営

情
報
４
）
▽
［
日
本
語
教
員
ア
シ
ス

タ
ン
ト
研
修 

タ
イ 

ナ
レ
ー
ス
ワ

ン
大
学
（
８
月
５
日
～
９
月
６
日
）］

前
田
修
治(

人
間
健
康
４)

▽
［
同　

韓　

東
岡
大
学
（
８
月
31
日
～
９
月

21
日
）］
佐
々
木
彩
乃
（
国
際
コ
ミ
３
）

▽［
同　

モ
ン
ゴ
ル 

第
93
学
校（
８

月
31
日
～
９
月
20
日
）］
前
田
政
宗(

心

理
コ
ミ
４)

海
外
学
科
研
修［
韓 

国
際
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科 

観
光
を
通
じ

た
日
韓
学
生
交
流
の
旅
（
９
月
８
日

～
11
日
）］
奥
野
祐
士
（
国
際
コ
ミ
４
）

▽
中
澤
郁
美
▽
中
鳥
竜
司
▽
藤
田
真

奈
▽
森
口
美
奈
▽
金 

光
現
（
以
上
同

３
）
▽
豊
川
真
吾
▽
藤
野
千
鶴
（
以
上

同
２
）

▽
滝
井
高
校

派
遣
留
学
［
豪 
ツ
ー
ラ
ッ
ク
・

カ
レ
ッ
ジ
（
４
月
24
日
～
５
月
22

日
）］
田
中
亜
樹
▽
大
倉
千
尋
▽
下

川 

愛
▽
桝
田
美
月
（
以
上
３
）
▽
［
カ

ナ
ダ　

ト
リ
リ
ア
ム
レ
ー
ク
ラ
ン
ド

地
方
教
育
委
員
会（
提
携
公
立
高
校
）

（
９
月
７
日
～
10
月
18
日
）］
松
下
有

紗
子
▽
田
原
有
紀
（
以
上
２
）

　
「
若
い
時
の
苦
労
は
買
っ
て
で
も

せ
よ
」
と
い
う
の
は
今
の
時
代
に

あ
っ
て
、
あ
ま
り
馴
染
ま
な
い
風
潮

が
あ
り
ま
す
が
、
確
固
と
し
た
目
標

が
あ
れ
ば
、
そ

れ
を
苦
労
と
も

感
じ
な
い
も
の

で
す
。
ま
た
、

努
力
の
結
果
と

し
て
、
そ
の
夢
や
目
標
が
十
分
に
叶

わ
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
培
っ

た
経
験
は
将
来
の
社
会
生
活
を
営
む

上
に
お
い
て
、
必
ず
や
自
ら
の
大
き

な
財
産
と
な
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り

ま
せ
ん
。「
継
続
は
力
な
り
」
と
よ

く
言
わ
れ
ま
す
。
続
け
る
こ
と
の
困

難
さ
ゆ
え
に
意
志
を
貫
く
強
靭
な
精

神
力
、
つ
ま
り
自
分
自
身
と
の
内
面

の
闘
い
に
勝
ち
続
け
る
こ
と
に
よ
っ

て
得
ら
れ
る
成
果
で
あ
り
、
多
情
多

感
な
青
年
期
は
、
得
て
し
て
、
試
行

錯
誤
の
連
続
で
あ
る
と
と
も
に
自
ら

を
開
拓
す
る
絶
好
の
機
会
で
も
あ
り

ま
す
。

　

中
国
の
「
礼
記
（
学
記
）」
に
「
玉

琢
か
ざ
れ
ば
器
を
成
さ
ず 

人
学
ば

ざ
れ
ば
道
を
知
ら
ず
」
と
あ
る
よ
う

に
才
能
が
あ
っ
た
と
し
て
も
努
力
を

積
み
重
ね
な
け
れ
ば
立
派
な
人
物
に

は
な
れ
ず
、
学
び
続
け
る
こ
と
が
道

（
真
理
）
を
知
る
こ
と
を
意
味
し
ま

す
。
ま
さ
に
継
続
は
力
だ
と
思
い
ま

す
。

　

本
年
、
大
阪
国
際
学
園
は
創
立
８０

周
年
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
が
、
な
で

し
こ
の
精
神
か
ら
始
ま
っ
た
心
の

教
育
は
脈
々
と
息
づ
き
、
こ
れ
ま

で
９
万
人
を

超
え
る
卒
業

生
が
巣
立
た

れ
、
そ
れ
ぞ

れ
の
分
野
で

御
活
躍
さ
れ
て
お
り
ま
す
。ど
う
か
、

在
校
生
の
皆
さ
ん
に
は
、
学
生
生
活

の
中
で
強
く
結
ば
れ
た
友
情
の
絆
を

大
切
に
し
、
こ
の
偉
大
な
る
先
輩
方

に
続
き
、
身
心
と
も
に
立
派
に
成
長

し
て
い
か
れ
ま
す
よ
う
、
エ
ー
ル
を

送
り
ま
す
。

直　

言

継
続
は
力
な
り

守
口
市
議
会
議
長　

上
田　

敦　
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2009年（平成21年）
２／23	 大学<枚方>	 	法律政策学科　安保克也准教授、『週刊世界と日本』に論

評「携帯電話　学校裏サイト　ゲーム感覚〝いじめ〟の
弊害」

４	 滝井高	 	卒業生で岡山シーガルズ所属の岡野弘子選手、山口	 舞
選手、森	 和代選手がバレーボール全日本女子チーム・
火の鳥NIPPON登録メンバーに選出

４／12	 滝井高	 大阪府立少年自然の家で新入生の一泊研修（～13）
４／18	 大和田中･高	ブラスバンド部　スプリングコンサート
４／20	 滝井高	 朝のマナーアップキャンペーン（～24）
４／23	 大学<枚方>	 京都信用金庫の全面協力による「寄附講座」スタート
４／28	 滝井高	 春の遠足
４／28	 学園	 	大佛健一氏、杉本佳隆氏、浅野俊道氏に短大名誉教授称

号記を授与
５	 大学	 	春の叙勲で高田	 敏　名誉教授と久保和男　名誉教授が

瑞宝中綬章を受章
５	 大学<枚方>	 KBS京都で学生の声のCMスタート
５	 大学<守口>	 	山名麻友さん（国際コミ４）、マイクロソフトオフィス世

界学生大会2009日本大会　大学・短期大学部門	 エクセ
ル６位

５／１	 大和田高	 １年、奈良の明日香で校外学習
５／１	 大和田高	 ２年、京都で校外学習
５／１	 大和田中	 ３年、私のしごと館へ
５／１	 大和田中	 	バレー部　宮下　遥さん（３）、岡山シーガルズのメンバー

として黒鷲旗全日本選抜大会出場、プレミアチーム所属
の選手としては最年少で公式戦デビュー（～６）

５／11	 大学<枚方>	 	古殿幸雄ビジネス学部長・スクールバスプロジェクトメ
ンバーがKBSラジオ『和泉　修のワッツ・フレンズ！』
に出演

５／14	 大学<枚方>･和泉	 	修客員教授による第１回特別講義「SCRAP	AND	
BUILD	 ～21世紀における吉本興業の組織ネットワーク
の考察～」、90人が熱心に聴講

５／14	 短大	 	㈶短期大学基準協会　第三者評価　適格認定証の贈呈式
に倉田三郎学長、朝日嗣雄理事が出席

５／16	 大和田中･高	PTA定期総会
５／17	 滝井高	 	新型インフルエンザの国内感染に伴い臨時休校（～23）
５／18	 大学・短大	 	新型インフルエンザの国内感染に伴い全学一斉臨時休校

（～24）
５／18	 大和田中学･高	新型インフルエンザの国内感染に伴い臨時休校（～23）
５／18	 幼稚園	 新型インフルエンザの国内感染に伴い休園（～24）
５／22	 大学<守口>	 	NHK教育テレビ『きらっといきる』で大畑明子さん（ス

ポーツ４、女子バレーボール部）４／17出演分の反響を
放送

５／25	 全学	 	新型インフルエンザ国内感染に伴う休校・休園措置の解
除および感染拡大予防策を実施

５／29	 大学<枚方>	 地方自治体職員によるリレー講座スタート
５／30	 滝井高	 中学生対象「英検３級受験対策講座」
５／31	 大学<守口>	 	中国からの留学生　陳　奇さん（国際コミ３）の投稿「食

事残さず一方で大量廃棄」が朝日新聞に掲載
６　大学・短大	 	カンボジアボランティア研修が外務省「日メコン交流年

2009」の事業として認定
６　大学・短大	 	’08年度フルマラソン１歳刻みランキングで陸上競技部

　卒業生　木村世希さん（スポーツ	’01年卒、セカンド
ウインドAC所属）30歳の部で３位、戸島祥貴さん（人
間健康	’08年卒）22歳の部で33位、庶務課　杉浦宏章係
員	 35歳の部で96位とランクイン

６／５	 滝井高	 ＥSSクラブがピザパーティ
６／６	 大学<枚方>	 ｢ボランティア活動」第１回事前研修会
６／６	 大学<枚方>	 	和泉	 修客員教授による今年度第２回特別講義、漫才体

験も
６／６	 大学<枚方>	 	和泉　修客員教授も参加し、スマイルプロジェクトが田

植え（７）
６／６	 滝井高	 後援会総会
６／６	 滝井高	 和泉　修国際大客員教授が来校し授業
６／６	 大和田中･高	体育祭
６／７	 滝井高	 撫子会（同窓会）総会
６／８	 大学<枚方>	 	現代社会学部　コリン・ロジャーズ准教授とＥSSメン

バーがKBS京都ラジオ『和泉　修のワッツ・フレンズ！』
に出演

６／12	 大学・短大	 第２回本学主催企業セミナーに215人が参加
６／12	 滝井高	 	豪姉妹校・ツーラックカレッジから交換留学生が来校（～

７／５）
６／12	 滝井高	 中学生対象「管楽器奏法クリニック」（13）
６／15	 大学<枚方>	 	経営デザイン学科１年次生対象「企業が求める人材」と

題して特別講義
６／16	 大学<枚方>	 　第２回キャンパスお笑いライブ
６／16	 大学<守口>	 	心理コミュニケーション学科講演会「裁判員制度につい

て」をテーマに堀江政生客員教授（朝日放送アナウン
サー）が講演

６／19	 大学<守口>	 	国際コミュニケーション学科　木沢誠名准教授のセミ
ナー IIIで「ならまち」のフィールドワーク実施

６／20	 大学<枚方>	 	法律政策学科　安保克也准教授の論評、『時事評論』に掲
載

６／20	 滝井高	 １年　職業理解の為のガイダンスを実施
６／25	 大学<枚方>	 	特別講義「上方落語のおもしろさ」情報デザイン学科で

落語家の林家染左さんを招いて開催
６／25	 大学<守口>	 	スポーツ行動学科　井上芳光教授、ABC『おはよう朝日

です』「けさのクローズアップ　梅雨の時期でもご用心！
熱中症」に出演

６／27	 大学<枚方>	 	｢インターンシップ事前講座」をオープンキャンパス参加
者へ公開

６／27	 短大	 	幼児保育学科　實野みどり准教授主催の第１回サンセッ
トコンサート開催

６／28	 大学<枚方>	 色彩検定３級講座開講、受講生全員が３級合格
６／30	 大学<枚方>	 	ビジネス学部、宮内俊男客員教授による特別講義「監査

役の監査報告書」を開催
７／１	 大学・短大	 	仏・エセック経済商科大学院大学生との交流ボウリング

大会
７／２	 大学<守口>	 	梶山沙亜里さん（スポーツ行動２）、スポーツクライミン

グ選手権in北京（ワールドカップ）出場（３）
７／４	 大和田中	 	選択科目　総合で２・３年生がWEB	CAMERAを使って

フィリピン・モンゴル両国の青年海外協力隊員と国際通
信

７／７	 大学<枚方>	 	和泉　修客員教授による第３回特別講義「パブリックス
ピーキング」

７／６	 大学<枚方>	 	KBS京都ラジオ『和泉　修のワッツ・フレンズ！』に経
営デザイン学科　松田孝一教授が出演

７／７	 大学<守口>	 	網本麻里さん（スポーツ３）出場の車いすバスケット世
界ジュニア選手権（仏）、日本チームは６位入賞（～14）

７／７	 大和田中･高	七夕、短冊に様々な願い事
７／８	 大学<守口>	 	スポーツ行動学科　井上芳光教授、NHK『ゆうどきネッ

トワーク』で高齢者の熱中症の原因について解説し、高
齢者の温度感受性に関する実験にも協力

７／９	 大学<守口>	 	スポーツ行動学科　井上芳光教授、TNCテレビ西日本の
番組『ももち浜ストア』で半側性発汗について解説

７／９	 大和田高	 ２年　北海道修学旅行（～13）
７／10	 大学・短大	 第３回本学主催企業セミナーに42社が参加

７／10	 大学<守口>	 	国際コミュニケーション学科「観光ビジネス論」（担当　
木沢誠名准教授）でユニバーサル・スタジオ・ジャパン
の特別講義

７／10	 大学<守口>	 	スポーツ行動学科　西岡ゆかり准教授、FM-HANAKO
『もりかど探偵団』「納豆特集」テーマでコメント

７／11	 大学<守口>	 	平賀　夢芽子さん（スポーツ３）、スポーツエアロビック
2009静岡オープンで３位入賞

７／11	 短大	 	ライフデザイン総合学科『地域と観光演習』授業（担
当	 富本一幸非常勤講師）で亀岡市大井町でフィールド
ワーク、「オリジナル駅弁」のプロデュースにも参画

７／13	 短大	 	ライフデザイン総合学科で食空間コーディネーターの岡
田恭子氏を招きライフデザイン論特別講義「テーブルコー
ディネートを生活の中へ」

７／13	 短大	 	倭　明美さん（家政1980年卒）が路地カフェ＆ギャラリー
で（大阪市中央区）でふじたにやぁと写真展（～24）

７／14	 大和田中	 １・２年　岐阜方面で林間学舎（～16）
７／16	 滝井高	 MBSラジオ『U.K.ビートChat』公開録音を実施
７／17	 大和田高	 cooking部、たこやきを焼きました
７／18	 滝井高	 善行賞校長表彰
７／21	 大和田高	 １年　京都大学訪問
７／24	 短大	 	四條畷市立教育文化センターで実施された「教文夏祭

り」で幼児保育学科「保育内容の研究（幼児の健康）」（担
当	 谷	 玲子非常勤講師）受講の平	 恵里佳さん▽辰巳
奈穂さん▽中間早希さん▽中村	 和さん（以上保育コー
ス２）が子ども向けアトラクションに協力

７／27	 大学<枚方>	 	島田紳助氏プロデュース	“平成の新撰組”メンバーに
森	 公平さん（経営情報３）が決定

７／27	 法律政策学科	 	安保克也准教授の論評「不遇の30代、無気力な20代	 日
本型雇用システムの改革が不可欠」、『週刊世界と日本』
に掲載

７／30	大学<枚方>	 	学生によるバスプロジェクトの成果～『バス試運転しバ
ス』長尾駅近辺から大学までのシャトルバスの試験運行
を実施（31、８／３～５）

７／30	 大学<守口>	 	スポーツ行動学科　井上芳光教授、フジテレビの朝の情
報番組『とくダネ！』で高齢者が熱中症にかかりやすい
理由を解説し資料提供

８　大学<枚方>	 	法律政策学科　田中　優講師、『月刊ガバナンス』SKILL	
UP特集に登場

８　滝井高	 	入江美樹さん（３）、学生書道のグランプリ・第14回全日
本高校・大学生書道展で展賞受賞

８／２	 滝井高	 	<中学生対象>ソフトボール体験、３回でのべ60名の参加
者（23、９／27）

８／３	 大学<枚方>	 	経済ファイナンス学科　朝倉洋子准教授と本学学生が
KBS京都ラジオ『和泉　修のワッツ・フレンズ』に出演

８／５	 大和田高	 ２年　京都で学習合宿（～８）
８／６	 大学<枚方>	 倉田三郎学長が森　公平さん（経営情報３）を激励
８／６	 大学<守口>･短大	 	大学生ファッションイベント『Be-izm』で本学学生チー

ムrireが見事準優勝！
８／11	 大学・短大	 	スポーツ行動学科の学生グループ他がサマースクールを

実施（～13）
８／19	 滝井高	 	女子バレーボール「ワールドグランプリ2009」で卒業

生	 岡野弘子選手、山口	 舞選手、森	 和代選手の３人
が活躍（～23）

８／20	 大和田中	 ３年　学習合宿（～22）
８／22	 大学<守口>	 	国際コミュニケーション学科　木沢誠名准教授セミナー

の学生が水都大阪2009「ミナミ水都祭り・あきんどコン
シェルジュ」に参加（～９／23）

８／25	 滝井･大和田中･高		合同教員研修会で東大阪大学・東大阪大学短期大学
部	 学長	 一色	 尚氏による「話す力、聞かせる力～授
業は格闘技～」

８／27	 大学<枚方>	 	｢スキル学ぶ初年次教育、専門への導入教育併せ学生の学
び深める」asahi.comコラム「わが校イチ押し」で本学取
り組みを現代社会学部の矢島　彰准教授のインタビュー
で紹介

８／28	 大学・短大	 	女子バレーボール部出身の卒業生　村上めぐみさん（ス
ポーツ'08年卒）、ビーチバレーで浅尾組に勝利

８／31	 大和田中･高	芸術鑑賞会、劇団赤鬼の『キャンディ遊園地1705。』
９	 大学・短大	 	｢DREAM	MAKING	MOVIE」大学・短期大学部案内

DVD完成
９	 大学・短大	 	　『広報会議』で本学公式サイト「社会で活躍する卒業生」

コーナーを紹介
９／１	 短大	 	ライフデザイン総合学科実施の地域共催イベント、大久

保中学校校区連携推進協議会ニュース『トライ・アング
ル』で紹介

９／４	 滝井高	 	２年　オーストラリア修学旅行（～10）
９／５	 短大	 	幼児保育学科　谷　玲子非常勤講師の指導するPHファミ

リー２チームが第10回こいや祭りで入賞（～６）
９／５	 滝井高	 ２年　北海道修学旅行（～10）
９／６	 大学<守口>	 	NHKラジオ放送第２『ともに生きる	先生教えて！』に

人間健康科学科　橋本義郎教授が出演
９／７	 大学<枚方>	 	大矢吉之現代社会学部長がKBS京都ラジオ『和泉	 修の

ワッツ・フレンズ！』で学部・学科の特色を語る
９／７	 大和田中	 	バレーボール部、全日本中学校選手権準優勝で守口市表

敬訪問
９／７	 大学･短大･法人	 	インターンシップで大学・短大守口キャンパスおよび法

人本部事務局で研修を受けていた下元啓大さん（経営デ
ザイン学科２）がまとめの政策立案を発表

９／８	 大学<守口>	 	国際コミュニケーション学科で「観光を通じた日韓学生
交流の旅」を実施（～11）

９／15	 大学<枚方>	 大学院FD研修会
９／17	 大学・短大	 	学生チャレンジ制度採択のESSの取り組み“Summer	

Santa	Claus	in	Thailand”、毎日新聞に掲載
９／17	 短大	 	ライフデザイン総合学科『セミナーⅡ』にて神戸空港研

修を実施（担当　久保由加里講師）
９／17	 大和田高	 コーラス大会
９／18	 短大	 	ライフデザイン総合学科　浅井	 千佐子講師、FM-

HANAKO『もりかど探偵団』「お弁当特集」でコメント
９／18	 幼稚園	 入園説明会
９／19	 大学<枚方>	 	法政経学部学生の「南山城村	 まちづくり・政策フィー

ルドワーク」（担当	 田中	 優講師）の学生が関係NPO
団体や地元住民の方、また行政職員の方々などに政策提
案。読売新聞に掲載

９／23　大学	 留学生別科９月入学生歓迎会
10／１	 滝井高	 大阪中央体育館にて体育大会
10／３	 大学<守口>	 	守口第３地域包括支援センターの介護予防教室「体力知っ

てみんなで健康人間！」人間科学部スポーツ行動学科佐々
木弘志研究室の学生たちが講師

10／３	 滝井高	 	<保護者・中学生対象>授業日に行う「学校見学会」（31、
11／28）

10／５	 大学<枚方>	 	経営デザイン学科　佐藤智明教授と本学学生がKBS京都
ラジオ『和泉修のワッツ・フレンズ！』に出演

10／５	 大学<守口>	 	梶山沙亜里さん（スポーツ２）、国体山岳成年女子リード
の部で優勝

10／７	 大学	 	中国	 首都体育学院との間の体育教育に関する交流協定
書調印式

10／10	 幼稚園　運動会
10／17	 大和田中･高	PTA合同懇親会

ヘッドラインニュース
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験
す
る
こ
と
が
最
も
有
効

で
あ
る
。
こ
の
構
想
は
、
２
０
０
８

年
に
入
り
、
漠
然
と
し
た
状
態
で
検

討
し
て
い
た
が
、
折
し
も
そ
の
年
の	

夏
に
、
２
０
０
４
年
マ
ル
コ
ム
ボ
ル

ド
リ
ッ
ジ
国
家
品
質
賞
を
教
育
部
門

で
受
賞
し
たK

enneth	W
.	M
onfort	

College	of	Business

（
Ｍ
Ｃ
Ｂ
）

校
を
訪
問
す
る
機
会
を
得
、
一
気
に

Ｖ
Ｔ
Ｒ
開
設
へ
と
動
き
出
し
た
。

　

Ｍ
Ｃ
Ｂ
校
で
は
、
Ｖ
Ｔ
Ｒ
を
用
い

た
金
融
教
育
を
行
っ
て
お
り
、
本
校

の
Ｖ
Ｔ
Ｒ
は
、
同
校
で
行
わ
れ
て
い

る
金
融
教
育
を
手
本
と
し
て
誕
生
し

た
。
前
面
に
は
50
イ
ン
チ
の
デ
ィ
ス

プ
レ
イ
が
２
台
設
置
さ
れ
、
42
イ
ン

チ
の
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
は
、
天
井
か
ら

吊
り
下
が
る
形
で
、
透
明
ガ
ラ
ス
で

覆
わ
れ
た
Ｖ
Ｔ
Ｒ
の
外
か
ら
逐
次
見

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
Ｐ
Ｃ

１
台
に
２
台
の
モ
ニ
タ
ー
が
設
置
さ

れ
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
変
化
す
る
経

済
・
金
融
情
報
を
見
な
が
ら
、
デ
ー

タ
の
加
工
や
分
析
が
行
え
る
。

　

Ｖ
Ｔ
Ｒ
は
、
経
済
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス

学
科
の
講
義
や
演
習
・
セ
ミ
ナ
ー
、

講
座
・
研
修
、
大
学
院
教
育
で
利
用

さ
れ
る
他
に
、
昼
休
み
は
一
般
の
学

生
に
も
開
放
さ
れ
、
誰
で
も
経
済
・

金
融
情
報
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き

る
。
Ｖ
Ｔ
Ｒ
が
、
我
が
国
の
金
融
教

育
の
一
翼
を
担
う
こ
と
が
で
き
れ
ば

と
考
え
て
い
る
。

（
大
学
ビ
ジ
ネ
ス
学
部
長

�

古
殿
幸
雄
）

▼
ビ
ジ
ネ
ス
学
部 

経
営
デ
ザ
イ
ン

学
科	

黄	

媛
▽
劉	

静（
以
上
２
）

▼
同 

経
済
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
学

科	

植
松
準
也
▽
髙
田
裕
和
（
以
上

２
）

▼
現
代
社
会
学
部　

情
報
デ
ザ
イ
ン

学
科	

岡
本
翔
平
▽
小
澤
亮
太
（
以

上
２
）

▼
同　

法
律
政
策
学
科	

奧	

遼
太

郎
▽
桑
畑
文
昭
（
以
上
２
）

▼
経
営
情
報
学
部　

井
上
一
馬
▽
東

村
美
穂
▽
平
位	

理
▽
藤
田
純
也
▽

堀
岡
久
喜
（
以
上
３
）
▽
陳	

法
恩

▽
中
村
宏
美
▽
朴	

洪
光
▽
呉	

情

ア
▽
馬
塲	

薫
（
以
上
４
）

▼
法
政
経
学
部　

川
田
奈
緒
▽
蔵

下	

歩
▽
佐
藤
大
輔
▽
谷
田	

翔

（
以
上
３
）
▽
岩
本
光
司
▽
根
間
亜

優
美
▽
原	

竜
也
▽
宮
澤
正
夫
（
以

上
４
）

▼
人
間
科
学
部
心
理
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
学
科　

中
川
貴
文
▽
山

大
学･

短
大 

学
業
優
秀
者
表
彰

（敬称略）

口	

綾
（
以
上
２
）
▽
照
屋
絵
美
▽

鳥

尾
信
子
▽
福
元
理
沙（
以
上
３
）

▽
森
下
雄
輔
▽
山
田
由
比
▽
星
野
洋

子
（
以
上
４
）

▼
同　

人
間
健
康
科
学
科　

安
藤
陽

香
▽
柏
木
千
明
（
以
上
２
）
▽
尾
上

小
百
合
▽
岡
田
幸
穂
（
以
上
３
）
▽

櫛
野
友
希
▽
佐
竹
歩
美
（
以
上
４
）

▼
同　

ス
ポ
ー
ツ
行
動
学
科　

切
目

悦
加
▽
長
嶺
芳
美
（
以
上
２
）
▽
朝

川
史
穂
▽
川
端
実
奈
（
以
上
３
）
▽

桂
華
麻
希
▽
古
川
絵
梨
（
以
上
４
）

▼
同　

国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

学
科	

土
屋
敬
史
▽
米
田
実
加
（
以

上
４
）

▼
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学

部	

張	

蕾
▽
中
村
駿
介
▽
山
本

由
香
（
以
上
２
）
▽
川
西	

梓
▽

馬	

莉
鑫
▽
村
上
彩
実
（
以
上
３
）

▼
短
大　

ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学

科	

川
西
晶
子
▽
吉
原
祐
子
▽
田
上

リ
サ
▽
松
本
仁
美
（
以
上
２
）

▼
同　

幼
児
保
育
学
科	

酒
井
美
香

理
▽
平	

恵
里
佳
▽
林	

真
琴
（
以

上
２
）

京都･南山城村の〝村おこし〟

地域活性化策を提言
住民らから高い評価

村
内
で
住
民
た
ち
か
ら
、
熱
心
に
聞
き
取
り

調
査
な
ど
を
す
る
学
生
た
ち

　

現
代
社
会
学
部
の
田
中	

優
講
師

指
導
の
下
、
９
月
１７
日
か
ら
１９
日
ま

で
、
京
都
府
南
山
城
村
で
「
南
山
城

村
ま
ち
づ
く
り
・
政
策
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
」
が
実
施
さ
れ
、
参
加
学
生

に
よ
り
地
域
活
性
化
策
が
取
り
ま
と

め
ら
れ
た
。

　

法
政
経
学
科
３
年
次
の
関
口
翔
平

さ
ん
は
「
実
際
に
五
感
で
感
じ
、
体

験
し
た
学
習
で
得
た
成
果
と
経
験

は
、
今
後
の
自
分
の
成
長
に
つ
な
が

る
と
思
い
ま
す
」
と
話
し
て
い
る
。

　

南
山
城
村
や
地
域
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
協
力

を
得
て
、
学
生
は
３
日
間
村
内
を
動

き
回
り
、
役
場
職
員
や
住
民
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
へ
の
聞
き
取
り

や
実
地
調
査
を
重
ね
た
。

　

そ
の
結
果
、
最
終
日
に
行
わ
れ
た

「
住
民
が
村
に
誇
り
を
持
つ
こ
と
こ

そ
が
大
切
だ
」
な
ど
の
意
見
を
盛
り

込
ん
だ
地
域
活
性
化
策
の
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
住
民
や
地
域
活
動

団
体
か
ら
高
い
評
価
を
得
る
こ
と
が

で
き
た
。

予
想
以
上
の
成
果
だ
っ
た

　

田
中
講
師
は
「
多
く
の
方
の
ご
協

力
も
あ
り
、
予
想
以
上
の
成
果
を
あ

げ
る
こ
と
が
で
き
た
。
今
後
も
現
場

教
育
・
学
習
の
機
会
を
増
や
し
て
い

き
た
い
」
と
語
っ
て
い
る
。

（
枚
方
キ
ャ
ン
パ
ス
セ
ン
タ
ー

�

矢
納　

秀
司
）

現
代
社
会
学
部



2009年(平成21年)12月15日　(4)GLOBAL　MIND(学報)第48号

大阪国際滝井高校職員

橋本　光央(著)
(ペンネーム　橋本 喬木)

『
落
語
の
ご
ら
く
』

シ
リ
ー
ズ
（
全
８
冊
）

(

信
光
印
刷
株
式
会
社　

出
版
部)

１
０
０
０
円
＋
税

　

橋
本
喬
木
さ
ん
は
桂
吉
朝
さ
ん
の

独
演
会
で
、
三
題
噺
に
興
味
を
持
っ

た
と
い
う
。
吉
朝
さ
ん
最
初
の
独
演

会
は
、
１
９
８
４
年
、
も
う
四
半
世

紀
も
前
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
20
年
近

く
経
っ
て
か
ら
落
語
創
作
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
た
。
ず
い
ぶ
ん
時
間
が
経
っ

た
印
象
だ
が
、
ネ
ッ
ト
上
で
の
創
作

と
知
っ
て
納
得
し
た
。

　

三
題
噺
は
、
客
か
ら
お
題
を
三
つ

貰
っ
て
、
演
者
が
即
興
で
噺
を
作
る

の
が
原
則
。
ひ
と
り
で
は
で
き
な

い
。
橋
本
さ
ん
の
場
合
、
Ｍ
Ｉ
Ｘ
Ｉ

で
限
定
さ
れ
た
読
者
か
ら
お
題
を

貰
っ
て
作
る
「
ネ
ッ
ト
落
語
会
」
方

式
で
、
こ
れ
は
き
わ
め
て
実
験
的
で

面
白
い
試
み
で
あ
る
。 

　

そ
れ
ら
の
作
品
が
ま
と
め
ら
れ
た

の
が
『
落
語
の
ご
ら
く
』
で
、
も
う

８
冊
、
三
題
噺
の
面
白
さ
が
多
面
的

に
表
現
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
ず
、
限
ら
れ
た
時
間
で
作
ら
ね

ば
な
ら
ず
、
出
来
映
え
に
バ
ラ
ツ
キ

が
生
じ
る
。
苦
し
ま
ぎ
れ
と
い
っ
た

作
品
も
あ
る
が
、
か
え
っ
て
そ
れ
が

面
白
か
っ
た
り
す
る
。
練
り
上
げ
ら

◆
新
刊

国
際
大
・
短
大

○
『
ワ
ル
ト
ラ
ワ
ラ
』
第
29
号 

松
田
司

郎 

名
誉
教
授 

ワ
ル
ト
ラ
ワ
ラ
の
会

○
『
ナ
ー
ス
の
た
め
の
チ
ー
ム
ビ
ル

デ
ィ
ン
グ　

№
２　

集
団
を
分
析
す

る
』
国
際
関
係
研
究
所 

教
授 

石

井 

滋 

著 

テ
ク
ノ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ズ

○
『
好
き
や
ね
ん
‼
図
画
工
作
の
時
間
』

短
大
幼
児
保
育
教
授 

黒
岩
和
子 

共

著 

日
本
文
教
出
版

○
『
Ｄ
Ｖ
Ｄ 

宮
崎
哲
也
の
投
資
で
成
功

す
る
た
め
の
引
き
寄
せ
の
法
則
』
国
際
コ

ミ
教
授 

宮
﨑
哲
也 

著 

パ
ン
ロ
ー
リ

ン
グ

○
『
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ア
レ
ン
の
「
幸
せ
と

思
い
の
法
則
」
バ
イ
ブ
ル
』
国
際
コ
ミ
教

授 

宮
﨑
哲
也 

著 

秀
和
シ
ス
テ
ム

○
『
個
人
投
資
の
最
終
兵
器
Ｃ
Ｆ
Ｄ
バ
イ

ブ
ル―

Ｆ
Ｘ
よ
り
ス
ゴ
イ
！
』
国
際
コ
ミ

教
授 

宮
﨑
哲
也 

著 

ア
ス
キ
ー
・
メ

デ
ィ
ア
ワ
ー
ク
ス

○
『
図
解
入
門
ビ
ジ
ネ
ス 

国
際
金
融
の
基

本
と
仕
組
み
が
よ
ー
く
わ
か
る
本
（H

ow
-

nual B
usiness G

uide B
ook

）』
国

際
コ
ミ
教
授 

宮
﨑
哲
也 

著 

秀
和
シ

ス
テ
ム

○
『
경
영
학 

무
작
정 

따
라
하
기
』（『
経

営
学
の
き
ょ
う
か
書
』（
秀
和
シ
ス
テ
ム
）

の
韓
国
語
版
）
国
際
コ
ミ
教
授 

宮
﨑
哲

也 

著　

gilbut

○
『
最
新
投
資
の
基
本
と
仕
組
み
が
よ
～

く
わ
か
る
本
』
国
際
コ
ミ
教
授 

宮
﨑
哲

也 

著 

秀
和
シ
ス
テ
ム

○
『
社
会
学
ベ
ー
シ
ッ
ク
ス
３ 

文

化
の
社
会
学
』
心
理
コ
ミ
講
師 

有

田 

亘 

共
著 

世
界
思
想
社

○
『
民
法
小
辞
典
３
訂
版
』
法
律
政
策
准

教
授 

中
山
実
郎　

共
著 

住
宅
新
報
社

○
『
政
治
概
念
の
歴
史
的
展
開
』
第
三

巻 

法
律
政
策
教
授 

古
賀
敬
太 

編

著 

晃
洋
書
房

企
画
名　
「Summer Santa Claus｣

団
体
名　

ES
S

　

き
っ
か
け
は
、｢Room

 to Read｣

と
い
う
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の

設
立
者
で
あ
る
ジ
ョ
ン
・
ウ
ッ
ド

氏
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
番
組
で
し

た
。
世
界
に
は
今
な
お
、
学
校
に
行

く
こ
と
が
で
き
な
い
子
ど
も
た
ち
が

い
て
、
そ
の
数
は

１
億
人
に
の
ぼ
っ

て
い
ま
す
。
子
ど

も
た
ち
に
と
っ

て
、
人
格
の
基
礎

を
形
づ
く
ら
れ
る

幼
少
の
時
期
に
良

い
本
に
出
会
う
こ

と
は
と
て
も
大
切

で
、
逆
に
充
分
な

教
育
を
こ
の
時
期

に
受
け
る
こ
と
が

出
来
な
い
子
ど
も

た
ち
は
、
過
酷
な

　

ミ
ス
テ
リ
ー
界
の
鬼
才
と
評
さ
れ

る
椙
本
孝
思
さ
ん
の
９
作
目
は
、
廃

墟
の
島
を
舞
台
と
し
た
ミ
ス
テ
リ
・

ホ
ラ
ー
。

　
「
最
も
恐
ろ
し
い
状
況
と
は
、
殺

さ
れ
る
こ
と
や
逃
げ
ら
れ
な
い
こ
と

で
は
な
い
。
何
が
起
き
て
い
る
の
か

す
ら
分
か
ら
な
い
こ
と
だ
。」
と
い

う
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
は
、
椙
本
ワ
ー

ル
ド
の
更
な
る
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ

を
予
感
さ
せ
る
。

（
ア
ル
フ
ァ
ポ
リ
ス
刊
）

定
価
１
２
６
０
円(

税
込)

「
卒
業
生
の
本
」
紹
介

椙
本 

孝
思
さ
ん(

著)

国
際
大
経
営
情
報
学
部
２
０
０
０
年
卒

時
間
島

学
生
チ
ャ
レ
ン
ジ
制
度

情
熱
・
行
動 

燃
え
て
ま
す

　

大
学
・
短
大
のChallenge T

he Global M
ind

（
学
生
チ
ャ
レ

ン
ジ
制
度
）
は
、
今
年
で
第
５
回
目
と
な
っ
た
。

　

今
回
も
個
性
豊
か
な
企
画
が
学
生
た
ち
か
ら
出
さ
れ
、
第
一
次
審

査
（
書
類
審
査
）・
第
二
次
審
査
（
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
）
を
経

て
４
企
画
が
採
択
さ
れ
た
。
う
ち
、
来
年
に
実
施
を
予
定
し
て
い
る

１
企
画
を
除
く
３
企
画
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
代
表
の
学
生
に
レ

ポ
ー
ト
し
て
も
ら
っ
た
。

活
力
あ
る
ク
ラ
ブ
運
営
め
ざ
す

企
画
名 

「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

シ
ョ
ー
」

団
体
名 

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン 

サ
ー
ク
ル P

R
IC
E
LE
S
S

　

私
た
ち
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

は
、
昨
年
に
引
き
続
き
、
サ
ー

ク
ル
の
メ
ン
バ
ー
で『
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
』を
企
画
し
、

優
花
祭
で
実
演
す
る
こ
と
で

し
た
が
、
世
代
交
代
を
し
た

今
年
は
、
名
実
と
も
に
私
た

ち
３
年
次
生
が
中
心
に
な
っ

て
の
運
営
で
し
た
。

　

私
に
と
っ
て
は
リ
ー
ダ
ー

に
な
っ
て
の
初
の
大
仕
事
で

し
た
が
、
一
昨
年
か
ら
サ
ー
ク
ル
の

一
員
と
し
て
活
動
し
て
き
た
し
、
先

輩
た
ち
が
や
っ
て
い
る
こ
と
を
そ
ば

で
見
て
い
た
の
で
、
最
初
は
軽
く
捉

え
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
い
ざ
自
分
が
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
動
こ
う
と
す
る
と
、
み
ん
な

の
制
作
状
況
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
把

握
、
音
響
・
舞
台
構
成
だ
け
で
な

く
、
細
か
く
て
地
味
な
作
業
や
嫌
な

こ
と
ま
で
や
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

今
回
の
『
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

シ
ョ
ー
』
を
通
し
て
、
私
は
、
今
ま

で
ど
れ
だ
け
先
輩
た
ち
が
頑
張
っ
て

　

学
生
た
ち
が
考
え
た
優
秀
な
ア
イ

デ
ア
や
企
画
に
つ
い
て
、
審
査
を
経

て
採
択
さ
れ
た
も
の
に
奨
励
金
を
つ

け
て
支
援
す
る
制
度
。

　

企
画
書
及
び
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
で
独
自
性
・
実
現
性
な
ど
を
審
査

さ
れ
、奨
励
金
を
得
た
後
は
、実
施
、

発
表
、
会
計
報
告
を
行
う
な
ど
、
学

生
た
ち
に
と
っ
て
は
非
常
に
貴
重
な

学
び
と
経
験
の
場
と
な
っ
て
い
る
。

学
生
チ
ャ
レ
ン
ジ
制
度
と
は

実施ずみの公開講座･講演会･イベント(共催含む)
月日 タイトル テーマ・講師(敬称略) 場所 主催

7月11日 地域共催イベント
２００９ 〜見つめなおそう「私たちの生活」〜 守口キャンパス

大久保中学校校
区学校支援地域
本部･連携推進協
議会､短大ライフ
デザイン総合学科 
協力：羊帝会(短
大同窓会)

９月25日

国際大学教養講座

｢地域住民主体の安全・安心の取り組み―枚方市・亀岡市・
北九州市などの事例から探る―」

現代社会学部法律政策学科講師　田中　優
枚方キャンパス 国際大国際関

係研究所10月16日 ｢メキシコ社会変革｣ 〜メキシコを知る12のカギ〜
ビジネス学部経営デザイン学科准教授　Raul Nivon 

11月20日 ｢耳寄りな税金の話」
現代社会学部法律政策学科講師　小原　博臣

10月1日

もりぐちｅセミナー

｢あなたがあなたでいるために―匿名なネット空間での「自
分」のあり方―」

人間科学部心理コミュニケーション学科講師　有田　亘 ムーブ２１(守口
市生涯学習情
報センター ) 

守口市、㈶守
口市文化振興
事業団、国際
大・短大国際
関係研究所

10月8日 ｢世間とのおつきあい、自分とのおつきあい」
国際コミュニケーション学部講師　中村浩子

10月15日 ｢自分を変える心理学」
人間科学部心理コミュニケーション学科教授 小牧一裕

９月28日

公開講義「現代の
危機管理・現代の
国際情勢I」

｢総論―危機管理とは何か」
現代社会学部法律政策学科教授　大矢吉之

枚方キャンパス
国際大現代社
会学部法律政
策学科

10月5日
｢新型インフルエンザへの対応：⑴新型インフルエンザ―Ｗ
ＨＯ見聞報告」

現代社会学部法律政策学科講師　谷口真由美

10月12日 ｢新型インフルエンザへの対応：⑵シミュレーション分析｣
現代社会学部法律政策学科准教授　瀬島　誠

10月19日 ｢新型インフルエンザへの対応：⑶新しい危機に行政は対応できるか｣
現代社会学部法律政策学科講師　田中　優

10月26日 ｢政権交代後の日米関係―オバマと鳩山」
現代社会学部法律政策学科教授　大矢吉之

11月2日 ｢李明博政権と世界同時不況下の韓国経済」
現代社会学部法律政策学科教授　宇山　博

11月９日 ｢東欧革命とその後―現地報告」
現代社会学部法律政策学科教授　古賀敬太

11月16日 ｢０９年インド総選挙と今後の動向」 本学非常勤講師　上田知亮
11月23日 ｢地球温暖化と京都議定書」 本学非常勤講師　辻　稔郎

11月30日 ｢会社法上の危機管理―内部統制」
現代社会学部法律政策学科講師　小原博臣

12月7日 ｢身近な危機管理―消費者保護法の知識」
現代社会学部法律政策学科准教授　中山実郎

12月14日 ｢始まった裁判員制度―その運用と課題」
現代社会学部法律政策学科教授　奥村文男

12月21日 ｢安全･安心の地域づくり：⑴セーフコミュニティの思想と運動｣
現代社会学部法律政策学科教授　大矢吉之

10月10日 80周年記念「撫子
コンサート」

吹奏楽コース特別講師であるオーケストラ奏者と吹奏楽部に
よる演奏会

門真市ルミエー
ルホール 滝井高校

11月1日 80周年記念講演会 『「夢に勇気を ｣ 〜 75 歳、エベレスト登頂への挑戦〜』
三浦雄一郎 枚方キャンパス 国際大

11月14日

80周年記念第22回
国際大シンポジウ
ム「美しい森。そ
れは未来へのパス
ポート」

基調講演「森からみる未来」
作家・㈶C.W.ニコル・アファンの森財団理事長　C.W.ニコル
パネルディスカッション「自然から学ぶ。持続可能な社会とは｣

パネリスト　八ヶ岳倶楽部代表　柳生真吾
冒険家　大場満郎

イオン㈱執行役 グループ環境最高責任者　土谷美津子
国際大国際関係研究所長・教授　山本勇次

司会　タレント　麻木久仁子

松下IMPホール 国際大国際関
係研究所

12月18日 80周年記念｢第18回音
楽コース定期演奏会｣ 幼児保育学科音楽コース学生の成果発表 奥田メモリアル

ホール
短大幼児保育
学科

2010年の国際大・短大公開講座
月日 タイトル テーマ・講師(敬称略) 場所 主催

1月16日
80周年記念「幼児
保育学科2年次生
実技発表会」

幼児保育学科各コースの学生の成果発表 奥田メモリアル
ホール

短大幼児保育
学科

1月18日 公開講義「現代の
危機管理・現代の
国際情勢I」

｢安全・安心の地域づくり：⑵住民主体の危機管理の取り組み｣
現代社会学部法律政策学科講師　田中　優

枚方キャンパス
国際大現代社
会学部法律政
策学科1月25日 ｢安全・安心の地域づくり：⑶ネット社会の闇と落とし穴 レポート

課題説明」 現代社会学部法律政策学科准教授　安保克也

2月19日
国際大学教養講座

｢コンピュータと人間の間をとりもつ技術」
現代社会学部情報デザイン学科教授　福田真規夫

枚方キャンパス 国際大国際関
係研究所

3月12日 ｢人生“いろいろ”－さまざまな色との付き合い－｣
ビジネス学部経済ファイナンス学科教授　縄田文子

く
れ
て
い
た
か
、
ま
た
、
ど
れ
だ
け

先
輩
た
ち
に
頼
り
切
っ
て
い
た
か
を

身
に
し
み
て
実
感
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

ク
ラ
ブ
申
請
も
通
り
、
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
部
と
し
て
活
動
が
で
き
る
こ

と
に
な
っ
た
の
で
、
今
後
は
、
１
・
２

年
次
生
の
部
員
数
を
増
や
し
て
、
活

力
の
あ
る
ク
ラ
ブ
運
営
を
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
代
表　

人
間
科
学
部
心
理
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
３
年
次
生

 

田
口　

絢
子
）

大
学
Ｐ
Ｒ
雑
誌
制
作
、
配
布

企
画
名　
「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
・
フ

リ
ー
マ
ガ
ジ
ン
『S

xLxM
x

』」

団
体
名　

S
xLxM

x

　

私
は
学
生
チ
ャ
レ
ン
ジ
制
度
を
活

用
し
、『SxLxM

x

』
と
い
う
大
阪
国

際
大
学
を
Ｐ
Ｒ
す
る
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
フ

リ
ー
マ
ガ
ジ
ン
を
制
作
し
ま
し
た
。

　

企
画
の
目
的
は
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

を
通
し
て
学
生
に
刺
激
を
与
え
、
意

見
を
主
張
し
、
個
性
を
磨
く
こ
と
の

で
き
る
場
を
、「
雑
誌
」
上
に
実
現

す
る
こ
と
で
す
。

　

今
回
は
48
ペ
ー
ジ
・
フ
ル
カ
ラ
ー

の
雑
誌
、
約
２
５
０
０
部
を
オ
ー
プ

ン
キ
ャ
ン
パ
ス
・
優
花
祭
等
で
無
料

配
布
し
ま
し
た
。

　

こ
の
企
画
を
通
じ
て
、Photoshop 

・Illustrator

の
操
作
方
法
、
カ
メ

ラ
の
知
識
、取
材
の
方
法
、リ
ー
ダ
ー

と
し
て
メ
ン
バ
ー
へ
の
接
し
方
な
ど

様
々
な
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
こ
の
企
画
は
、
メ
ン
バ
ー
や

フリーマガジン『SxLxMx』の優花祭での配布ブース。10月24
日、25日で約2000部を無料配布した

絵本600冊、文具段ボール６箱と予想以上の反響に感謝いっ
ぱいのESS部員たち

協
力
者
と
接
す
る
機
会
が
と
て
も
多

い
の
で
、「
円
滑
に
物
事
が
進
む
よ

う
に
イ
メ
ー
ジ
を
し
な
が
ら
、
迅
速

に
行
動
す
る
」
こ
と
を
モ
ッ
ト
ー
に

し
な
が
ら
、
雑
誌
に
関
わ
る
す
べ
て

の
人
が
良
か
っ
た
、
プ
ラ
ス
に
な
っ

た
と
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
努
力

を
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、「SxLxM

x

」
を
通
し

て
、
後
輩
た
ち
が
「
志
を
持
つ
こ

と
や
行
動
す
る
こ
と
の
大
切
さ
」

「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
素
晴
ら
し
さ
」

を
訴
え
か
け
て
い
け
る
よ
う
に
、
サ

ポ
ー
ト
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

（
代
表　

人
間
科
学
部
心
理
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
４
年
次
生

 

金
井　

祐
輔
）

タ
イ
の
子
供
に
絵
本
を
贈
る

状
況
で
成
長
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
い

う
現
状
を
知
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
私
た
ち
の
手
で
、
教
育

に
必
要
な
絵
本
や
文
具
を
タ
イ
の
子

ど
も
た
ち
に
届
け
よ
う
！
と
い
う
企

画
をChallenge T

he Global M
ind

に
申
請
し
、
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

７
月
か
ら
募
金
活
動
と
献
本
活
動

を
開
始
し
ま
し
た
。知
り
合
い
の
方
々

に
連
絡
を
取
り
、
絵
本
や
文
具
を
提

供
い
た
だ
い
た
り
、
枚
方
キ
ャ
ン
パ

ス
の
近
隣
の
方
々
に
も
回
覧
板
を
回

し
て
い
た
だ
き
、
た
く
さ
ん
の
ご
協

力
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
私
た
ち
の
活
動
が
毎
日
新

聞
に
も
掲
載
さ
れ
、
予
想
を
は
る
か

に
上
回
る
反
響
が
あ
り
ま
し
た
。
現

在
、
絵
本
は
６
０
０
冊
、
文
具
は
段

ボ
ー
ル
６
箱
に
も
な
り
ま
し
た
。
11

月
中
旬
に
、
ク
ラ
ブ
の
代
表
者
数
人

が
タ
イ
の
ア
ン
ト
ン
に
あ
る
ワ
ッ
ト

サ
ー
ケ
オ
孤
児
院
に
行
き
、
直
接
お

届
け
す
る
予
定
で
す
。

　

私
た
ち
の
活
動
は
大
き
な
規
模
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
協
力
し
て
い
た

だ
い
た
、
た
く
さ
ん
の
方
々
の
想
い

を
背
負
っ
て
タ
イ
に
向
か
い
、
一
人

で
も
多
く
の
子
ど
も
た
ち
に
絵
本
と

気
持
ち
を
届
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

(

代
表　

ビ
ジ
ネ
ス
学
部 

経
営
デ
ザ

イ
ン
学
科
１
年
次
生 

森
園　

睦)
さまざまな苦労を実らせ、優花祭の舞台で実演するpricELESS
のメンバーたち

れ
た
古
典
落
語
と
ち
が
っ
て
、
ジ
ャ

ズ
の
ア
ド
リ
ブ
に
似
た
ラ
イ
ブ
感
覚

が
い
い
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、ど
う
し
て
も「
時
事
ネ
タ
」

が
入
る
。
時
事
ネ
タ
は
古
び
や
す
い

面
が
あ
る
が
、
数
年
分
並
ぶ
と
年
代

記
の
雰
囲
気
が
醸
成
さ
れ
て
く
る
。 

　

作
風
が
広
が
っ
て
い
く
過
程
も
面

白
い
。
落
語
の
形
式
に
と
ら
わ
れ

ず
、
シ
ョ
ー
ト
シ
ョ
ー
ト
や
エ
ッ
セ

イ
調
（
落
語
の
マ
ク
ラ
調
）、
手
法

も
パ
ロ
デ
ィ
や
パ
ス
テ
ィ
ー
シ
ュ
、

メ
タ
・
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
的
な
方
法
ま

で
多
彩
で
あ
る
。
継
続
は
力
、
ぜ
ひ

今
後
も
続
け
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

う
。

　
『
落
語
の
ご
ら
く
』
第
一
巻
の
刊

行
は
２
０
０
５
年
５
月
、
そ
の
年
の

秋
に
桂
吉
朝
師
匠
が
亡
く
な
っ
た
。

吉
朝
さ
ん
は
『
落
語
の
ご
ら
く
』
を

手
に
し
て
い
る
。
だ
が
、
吉
朝
さ
ん

に
よ
っ
て
演
じ
ら
れ
る
可
能
性
は
な

く
な
っ
た
。
そ
の
こ
と
が
残
念
で
な

ら
な
い
。

堀　

晃
（
Ｓ
Ｆ
作
家
）
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第
39
回
全
日
本
中
学
バ
レ
ー
選
手
権

準優勝！がんばった

全日本準優勝のメダルを胸にガッツポーズで、喜びの表情の大和田中学バレー部

来年こそ意地みせるソ
大和田中 表情にも闘志…

　

８
月
１７
日
か
ら
第
３９
回
全
日
本
中

学
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
が

大
分
県
別
府
市
で
行
わ
れ
た
。
予
選

を
突
破
し
、
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
１

回
戦
は
昨
年
の
全
国
大
会
準
優
勝
、

東
京
大
会
優
勝
の
駿
台
学
園
（
東

京
）と
の
対
戦
。大
会
屈
指
の
好
カ
ー

ド
に
１
回
戦
か
ら
大
勢
の
注
目
を
集

め
た
。
こ
の
対
戦
は
25
点
で
決
着
が

つ
か
な
か
っ
た
。
26

−

24
で
第
１

セ
ッ
ト
を
奪
取
、
第
２
セ
ッ
ト
も
点

差
が
離
れ
ず
一
進
一
退
の
攻
防
が
続

く
。
ジ
ュ
ー
ス
の
果
て
に
29

−

28
、

最
後
は
相
手
の
放
っ
た
ス
パ
イ
ク
を

つ
な
ぎ
、
伊
藤
が
相
手
コ
ー
ト
に
ス

パ
イ
ク
を
た
た
き
込
み
長
い
勝
負
に

終
止
符
を
打
っ
た
。
２
回
戦
の
北
信

（
福
島
）、
準
々
決
勝
の
諫
早
（
長

崎
）
を
２

−

０
で
下
し
、
準
決
勝
に

駒
を
進
め
た
。
準
決
勝
の
相
手
は
関

東
大
会
準
優
勝
の
八
王
子
実
践
（
東

京
）
と
の
対
戦
。
第
１
セ
ッ
ト
は
自

分
達
の
リ
ズ
ム
で
ゲ
ー
ム
を
展
開
し

25

−
18
と
第
１
セ
ッ
ト
目
を
奪
っ

た
。
第
２
セ
ッ
ト
目
は
、
相
手
の
ブ

ロ
ッ
ク
に
つ
か
ま
り
、
終
盤
追
い
つ

か
れ
る
展
開
に
な
っ
た
が
、
何
と
か

逃
げ
切
り
35
回
三
重
大
会
以
来
の
決

勝
進
出
を
決
め
た
。

　

決
勝
の
相
手
は
関
東
大
会
優
勝
の

共
栄
学
園
（
東
京
）
と
の
対
戦
。
１

セ
ッ
ト
目
の
序
盤
は
共
栄
学
園
の
強

い
サ
ー
ブ
と
強
烈
な
ス
パ
イ
ク
に
押

さ
れ
、
最
大
５
点
を
リ
ー
ド
さ
れ
る

展
開
。
中
盤
で
伊
藤
の
巧
打
、
宮
下

の
ブ
ロ
ッ
ク
で
19

−

19
の
同
点
に
追

い
つ
く
と
、
そ
の
ま
ま
連
続
得
点
を

重
ね
25

−

21
で
セ
ッ
ト
を
奪
っ
た
。

こ
の
ま
ま
勢
い
に
乗
り
た
い
第
２

セ
ッ
ト
。
ス
タ
ー
ト
で
３
点
を
先
取

す
る
も
の
の
、
相
手
の
強
烈
な
サ
ー

ブ
に
押
さ
れ
セ
ッ
ト
を
落
と
す
。
意

地
を
見
せ
た
い
３
セ
ッ
ト
目
で
あ
っ

た
が
、
相
手
の
勢
い
は
止
ま
ら
ず
こ

の
セ
ッ
ト
を
落
と
し
、
逆
転
負
け
で

全
国
大
会
を
終
え
た
。
今
年
の
悔
し

い
思
い
を
持
ち
、
来
年
度
こ
そ
全
国

優
勝
が
達
成
で
き
る
よ
う
頑
張
っ
て

い
き
た
い
。（
監
督　

木
村　

正
章)

第
８
回
ワ
ー
ル
ド
・
ゲ
ー
ム
ズ 

in 

台
湾

大
村
さ
ん
スポ行３

大
活
躍

日
本
代
表 

悲
願
の
金
メ
ダ
ル

ソフトボール

見
事
金
メ
ダ
ル
！　

Ｖ
サ
イ
ン
す
る
大
学
女
子

日
本
代
表
メ
ン
バ
ー
（
大
村
さ
ん
は
後
列
左
端)

　

７
月
17
日
か
ら
20
日
に
台
湾
・
高

雄
で
開
催
さ
れ
た
「
第
８
回
ワ
ー
ル

ド
ゲ
ー
ム
ズ
２
０
０
９
」
に
、
大
学

女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
の
大
村
英
利

佳
さ
ん
（
人
間
科
学
部
ス
ポ
ー
ツ
行

動
学
科
３
年
次
生
）
が
大
学
女
子
日

本
代
表
メ
ン
バ
ー
と
し
て
選
ば
れ
出

場
し
た
。
ヘ
ッ
ド
コ
ー
チ
（
監
督
）

は
、
同
部
の
久
保
田
豊
司
監
督
が
務

め
、
日
本
は
優
勝
と
い
う
快
挙
を
成

し
遂
げ
た
。

　

ワ
ー
ル
ド
ゲ
ー
ム
ズ
は
、
五
輪
公

式
種
目
で
な
い
種
目
の
世
界
大
会
と

し
て
、
五
輪
開
催
年
の
翌
年
に
開
催

さ
れ
る
。
日
本
の
チ
ー
ム
は
今
回
大

学
生
で
メ
ン
バ
ー
を
編
成
。
４
月
に

静
岡
県
伊
豆
市
で
行
わ
れ
た
代
表
選

手
選
考
会
に
は
、
全
国
か
ら
53
人

の
選
手
が
参
加
し
、
15
人
に
絞
ら
れ

た
。
大
村
さ
ん
は
見
事
そ
の
中
に
選

ば
れ
た
。

　

台
湾
で
の
本
戦
で
は
、
大
村
さ
ん

は
先
発
４
試
合
、
代
打
で
１
試
合
に

出
場
。
２
安
打
３
打
点
を
記
録
し

た
。

　

チ
ー
ム
は
、
久
保
田
ヘ
ッ
ド
コ
ー

チ
は
じ
め
国
際
経
験
豊
か
な
指
導
者

の
下
、
一
丸
と
な
っ
て
、
過
去
の
世

界
女
子
大
学
選
手
権
、
ユ
ニ
バ
ー
シ

ア
ー
ド
通
し
て
悲
願
で
あ
っ
た
初
の

金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
。

　
「
世
界
大
会
で
金
メ
ダ
ル
を
と
る

と
い
う
、
素
晴
ら
し
い
場
面
に
選
手

と
し
て
参
加
で
き
て
、
自
分
は
本
当

に
幸
運
の
持
ち
主
で
す
」
と
大
村
さ

ん
も
喜
び
を
語
っ
て
く
れ
た
。

　

大
村
さ
ん
は
、
こ
の
活
躍
に
よ
り

11
月
に
守
口
市
教
育
委
員
会
功
労
者

表
彰
を
受
け
た
。

幼
稚
園
絵
画
表
彰�

(

敬
称
略)

第
46
回
大
阪
府
︿
歯
の
保
健
﹀

図
画
・
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

入
選
＝
た
ん
ぽ
ぽ
組 

川
原
真
優
▽
岸

本
千
紗

第
69
回
全
国
教
育
美
術
展

特
選
＝
ゆ
り
組　

海
老 

航
▽
入
選
＝

ゆ
り
組 

岡
山
か
お
り
▽
古
山
美
優
香

▽
辻
本
瑠
佳
子
▽
す
み
れ
組 

大
西
優

覇
▽
佳
作
＝
ゆ
り
組 

清
水
紗
弥

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

資
格
取
得
者
（
敬
称
略
）

平
成
21
年
度
前
半

(

＊
は
大
学･

短
大
表
彰
規
程
記
載
資
格)

◆
国
際
大

＊
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
６
５
０
点
以
上

国
際
コ
ミ
４=

水
間
一
裕
▽
同
３=

東

方
満
晴

＊
同
５
０
０
点
以
上

国
際
コ
ミ
２=

乾 

麻
里
子
▽
人
間

健
康
４=

南
木
歩
夢

＊
英
検
２
級

国
際
コ
ミ
３=

下
岡
理
絵
▽
若
松
佑

輔
▽
同
２=

東
方
満
晴
▽
同
１=

梅

本
幸
歩
▽
論
田
亜
衣

＊
中
国
語
検
定
２
級

国
際
コ
ミ
４=

中
川
沙
希

販
売
士
検
定
３
級

心
理
コ
ミ
３
＝
澤
田
裕
之
▽
人
間
健

康
３=

徳
田
慎
也

◆
短
大

＊
英
検
準
２
級

ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
２=

東
條
明
野
▽

同
１=

北
井
奈
津
美
▽
牧
野
亜
美

＊
販
売
士
検
定
３
級

ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
２=

芦
田
佳
那
恵

▽
同
１=

岡
元
悠
華
▽
横
山
由
美
香

▽
漁 

麻
実
▽
髙
橋
明
子

◆
滝
井
高
校

英
検
準
１
級　

３
年
＝
ヤ
イ
ウ
ォ
ン
グ 

ナ
リ
カ

同
２
級

３
年=

高
林
玲
奈
▽
森
垣
有
望
▽ 

阿
部
舞
子
▽
木
太
由
香
里
▽
田
守
真

理ワ
ー
プ
ロ
実
務
検
定
２
級

３
年=

川
村 

綾
▽
中
村
知
世
▽
平

川
愛
香
▽
２
年=

蔵
下
朋
美
▽
中
西

優
花

◆
大
和
田
高
校

Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
７
９
５
点
（
Ｉ
Ｐ
）

３
年=

吉
田 

凌

同
６
０
０
点
以
上
（
Ｉ
Ｐ
）

３
年=

安
原
千
尋
▽
木
下
達
智

同
５
０
０
点
以
上
（
Ｉ
Ｐ
）

３
年=

藤
本
真
冬
▽
植
野
あ
お
い
▽

井
田
真
奈
美

英
検
２
級

３
年=

岡
田
晏
見
▽
林 

尚
人
▽
井

田
真
奈
美
▽
乾 

裕
佳
子
▽
大
窪
宏

美
▽
石
原
一
彦
▽
梅
田
修
平
▽
國
近

祐
太
▽
國
谷
慎
太
郎
▽
福
留
翔
悟
▽

吉
村
淳
平
▽
池
田
香
織
▽
末
永 

光

▽
多
々
良 

彩
▽
坪
田
真
理
子
▽
中

村
仁
美
▽
東
野
菜
奈
美
▽
堀
内
香
菜

▽
松
下
仁
紀
▽
市
田
廣
志
▽
今
西
宏

貴
▽
中
村
弘
樹
▽
西
山
智
志
▽
日
野

広
基
▽
山
本
晃
寛
▽
鵜
野
友
美
▽
小

野
田
智
美
▽
土
山
真
佑
実
▽
西
尾
綾

花
▽
今
村
翔
太
▽
岡 

昌
宏
▽
瀬
尾

耕
太
▽
玉
木 

学
▽
土
田
昇
平
▽
中

村
貴
紀
▽
広
川
昴
輝

漢
検
２
級

３
年=

真
田
拓
幸
▽
三
好
佑
一
▽
源

野
聡
子
▽
１
年=

藤
本
雄
大

同
準
２
級

３
年=

今
村
翔
太
▽
岩
井 

聡
▽
高

智
新
平
▽
澤
田
智
樹
▽
平
川
大
起
▽

松
尾
拓
実
▽
伊
東
伶
芳
▽
川
路
祥
子

▽
佐
々
木
祐
希
▽
野
地
早
苗
▽
１
年

=

佐
々
木
真
佑
▽
福
永
め
ぐ
み

数
検
２
級

３
年=

東
岡
祐
示
▽
石
原
一
彦
▽
小

倉
大
志
▽
瀬
戸
悠
輔
▽
多
々
良 

彩

▽
寺
西
俊
文
▽
福
留
翔
悟
▽
松
下
仁

紀
▽
２
年=

今
尾
光
佑

同
準
２
級

２
年=

橋
本 

龍
▽
山
崎 

大
▽
金

城
拓
海
▽
長
濱 

初
▽
東
田 

崇

▽
山
野
翔
平
▽
菊
池 

航
▽
寺
井
亜

香
音
▽
中
村 

瞳
▽
真
野
大
輝
▽

大
西
尚
哉
▽
小
泉 

仁
▽
１
年=

阪

口 

朋
▽
麻
生
勇
人
▽
岡
本
沙
弥
香

▽
小
川
愛
加
▽
岸 

蒼
代
香
▽
宮
里

江
莉
子

◆
大
和
田
中
学

英
検
準
２
級

３
年=

岡
田
真
奈
▽
森
下
か
ん
な
▽

添
郷
貴
史
▽
寺
浦
將
貴
▽
北
川
美
海

▽
岩
美
里
咲
▽
木
村
香
奈
▽
齋
藤
美

紀
▽
藤
本
奈
那
▽
槇
田
結
香
▽
森
田

夏
未
▽
宮
地
の
ぞ
み

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

ク
ラ
ブ
活
動訪�

問

弓　

道　

部

大
学
・
短
大

巻
藁
に
向
か
っ
て
矢
を
つ
が
え
て
引
く
。

的
の
前
に
立
つ
前
の
重
要
な
練
習
の
ひ
と
つ

全
員
が｢

段｣

取
得
め
ざ
す

自
分
と
の
対
話
の〝
場
〟に
も

　

夜
の
守
口
キ
ャ
ン
パ
ス
、
日
本
最

古
の
武
道
・
弓
道
部
の
練
習
場
で

は
、
背
筋
を
ぴ
ん
と
伸
ば
し
た
学
生

た
ち
が
、
張
り
つ
め
た
空
気
の
中
、

粛
々
と
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
「
矢
は
、
姿
勢
や
平
常
心
な
ど
条

件
が
揃
え
ば
的
に
当
た
る
。
そ
の
た

め
弓
道
は
、
自
分
と
対
話
す
る
機
会

に
な
り
ま
す
。
礼
儀
作
法
を
学
べ
、

姿
勢
も
よ
く
な
り
ま
す
」
と
そ
の
素

晴
ら
し
さ
を
語
る
部
長
の
松
本
範
泰

さ
ん（
人
間
科
学
部
心
理
コ
ミ
３
）。

　

週
に
一
度
は
、
錬
士
六
段
で
大
阪

城
弓
道
場
講
師
の
梶
川
和
男
先
生
を

招
い
て
、
研
鑽
を
重
ね
て
い
ま
す
。

　

梶
川
先
生
は
「『
射
即
人
生
』
と
い

う
言
葉
が
あ
る
。
弓
道
で
は
、
自
分
を

統
括
で
き
る
精
神
力
が
必
要
。
集
中
す

る
に
は
、
頭
の
中
が
真
っ
白
で
は
だ
め

で
、
な
す
べ
き
こ
と
を
確
認
し
な
が

ら
、
動
作
を
行
わ
な
く
て
は
な
ら
な

い
。
そ
の
中
に
自
分
と
の
『
対
話
』
が

生
ま
れ
る
。
そ
れ
は
人
生
そ
の
も
の
と

言
う
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
照
準
器
な
ど
が
装
備
さ
れ

機
械
化
さ
れ
た
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
に
対

し
、
弓
道
は
体
の
感
覚
で
覚
え
る
も

の
で
、
よ
り
平
常
心
や
基
本
動
作
を

確
実
に
す
る
こ
と
が
大
切
に
な
る
。

部
員
た
ち
は
、
一
つ
ひ
と
つ
、
呼
吸

と
動
作
と
合
わ
せ
な
が
ら
基
礎
練
習

を
行
っ
て
い
ま
す
」
と
言
う
。

　

本
学
の
弓
道
部
の
歴
史
は
古
く
、

創
部
は
40
年
以
上
前
。
空
白
期
間
も

あ
り
ま
し
た
が
、
今
は
、
18
人
の
部

員
が
全
員
、
段
取
得
と
大
会
出
場
を

め
ざ
し
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

活
動
日　

毎
週
月
・
水
・
金
曜
日

18
時
～
21
時

ク
ラ
ブ
活
動

 
別
途
記
事
掲

（
載
は
省
略
。
）

 

敬
称
略

大
学
・
短
大

軟
式
野
球
部

・ 

７
／
２　

西
都
大
学
連
盟
１
部
リ
ー

グ 

優
勝

・ 

８
／
７　

全
日
本
大
学
選
手
権 

出
場

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

・ 

５
／
10　

関
西
大
学
春
季
１
部
リ
ー

グ 

優
勝

・ 

10
／
25 

関
西
大
学
秋
季
１
部
リ
ー

グ 

優
勝

女
子
サ
ッ
カ
ー
部

・
10 

／
25 

関
西
学
生
秋
季
１
部
リ
ー

グ 

３
位

・
11 

／
28
～
30　

全
日
本
大
学
女
子
選
手

権 

出
場

滝
井
高
校

吹
奏
楽
部

・ 

８
／
２　

吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
北
地
区

大
会 

金
賞
、
代
表
校
選
出

・ 

８
／
10　

吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
大
阪
府

大
会 

銀
賞

軽
音
楽
部

・ 
８
／
15　

近
畿
地
区
高
校
・
中
学
校
軽

音
楽
系
ク
ラ
ブ
コ
ン
テ
ス
ト
予
選
会W

e 
are Sneaker A

ges 

優
秀
校
賞 

グ

ラ
ン
プ
リ
大
会
進
出

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

・ 

６
／
19
・
20　

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
大
阪
予

選 

３
位

・ 

７
／
23
・
24　

近
畿
大
会　

ベ
ス
ト
８

・ 

８
／
11
・
12　

大
阪
総
体　

優
勝

・ 

８
／
22
・
23　

国
体
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
予

選 

優
勝
、
本
国
体
出
場 
大
阪
少
年

女
子
チ
ー
ム
監
督
：
才
﨑
哲
次
、
選
手
：

堀
口
夏
実
、
宮
崎
恵
里
、
森
本
菜
津
美
、

駒
井
士
峰
、
﨑
久
保
麻
子
（
以
上
３
）、

黒
木
麻
衣
、
平
谷
里
奈
（
以
上
２
）

・ 

９
／
５
・
６　

近
畿
総
合　

３
位

サ
ッ
カ
ー
部

・ 

４
／
26
～
５
／
10 

大
阪
高
校
春
季

サ
ッ
カ
ー
大
会(

女
子
の
部)

３
位（
本

校
他
４
校
の
合
同
チ
ー
ム
）

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

・ 

５
／
17　

守
口
市
総
合
体
育
大
会 

後

藤
真
麻
・
山
根
菜
奈
子
（
以
上
３
）

組 

準
優
勝

大
和
田
高
校

男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

・ 

４
／
18　

大
阪
高
校
春
季
大
会
団
体

リ
ー
グ
予
選 

優
勝

・ 

８
／
23 

東
大
阪
大
会
団
体
戦 

優
勝

・ 

８
／
24 

大
阪
私
立
総
合
体
育
大
会
団

体
戦 

３
位

・ 

９
／
20　

大
阪
府
新
人
大
会
ブ
ロ
ッ
ク

予
選 

優
勝　

濱
名 

良
・
竹
添
貴
政

（
以
上
１
）
ペ
ア

美
術
部

・ 
７
／
28　

大
阪
私
学
美
術
展 

優
秀

賞 

西
澤
阿
以
（
３
）
▽
植
田
幸
代
▽

大
塚
ひ
か
り
（
以
上
２
）

大
和
田
中
学

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

・ 

４
／
29　

北
河
内
春
季
大
会　

優
勝

・ 

９
／
20　

北
河
内
秋
季
大
会 

優
勝

・ 

９
／
22　

大
阪
私
立
中
学
校
体
育
大

会 

準
優
勝

・ 

10
／
12 

大
阪
中
学
校
秋
季
総
合
体
育

大
会 

３
位

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

・ 

８
／
20　

守
口
市
夏
季
新
進
大
会 

男

子
１
年
の
部 

優
勝 

出
口
竜
也･

添
郷

将
史
ペ
ア
▽
３
位 

荒
田
昌
洸
・
田
代

昴
輝
ペ
ア
▽
女
子
３
位 

山
田
安
子
・

杉
本
静
瑠
ペ
ア

美
術
部

・ 

７
／
28 

大
阪
私
学
美
術
展 

優
秀

賞 

北
川
美
海
（
３
）
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平成22年度  入試日程

大
阪
国
際
大
学 

学
部

選考種別（略称） 出願期間（締切日消印有効） 選考日

一 般 Ａ 日 程
１月６日(水)〜１月18日(月)

１月23日(土)･24日(日)

A O 選 考 ６ 期 １月24日(日)

セ ン タ ー 利 用 Ⅰ 期 １月６日(水)〜２月１日(月) −

一 般 Ｂ 日 程
１月22日(金)〜２月１日(月) ２月６日(土)

一 般 Ｃ 日 程

一 般 Ｄ 日 程
２月２日(火)〜２月15日(月) ２月20日(土)

A O 選 考 ７ 期

セ ン タ ー 利 用 Ⅱ 期 ２月２日(火)〜２月19日(金) −

一 般 Ｅ 日 程
２月22日(月)〜３月１日(月) ３月５日(金)

A O 選 考 ８ 期

一 般 Ｆ 日 程

３月８日(月)〜３月15日(月)
３月20日(土)

A O 選 考 ９ 期

セ ン タ ー 利 用 Ⅲ 期 −

大
阪
国
際
大
学
短
期
大
学
部

選考種別（略称） 出願期間（締切日消印有効） 選考日

一 般 Ａ 日 程
１月６日(水)〜１月18日(月)

１月23日(土)･24日(日)

Ａ Ｏ 選 考 ６ 期 １月24日(日)

セ ン タ ー 利 用 １月６日(水)〜２月１日(月) −

一 般 Ｂ 日 程
２月２日(火)〜２月15日(月) ２月20日(土)

Ａ Ｏ 選 考 ７ 期

一 般 Ｃ 日 程
３月８日(月)〜３月15日(月) ３月20日(土)

Ａ Ｏ 選 考 ８ 期

大
阪
国
際
大
学 

編
入
学

選考種別（略称） 出願期間（締切日消印有効） 選考日

内 部 編 入 Ⅱ 期 １月６日(水)〜１月18日(月) １月24日(日)

内 部 編 入 Ⅲ 期

２月２日(火)〜２月15日(月) ２月20日(土)一 般 編 入 Ⅱ 期

社 会 人 編 入 Ⅱ 期

上記出願期間については、期間最終日が金曜日の場合は翌週月曜日、それ以外の曜日の場合は翌日に限り守口キャ
ンパス持ち込みのみ受け付けます。
合格発表日・入学手続期間については、合否判定諸会議の日程により変更となる可能性があります。
センター利用Ⅰ期（大学）・センター利用（短大）の合格発表日は成績提供日が未定のため、変更となる可能性があ
ります。
指定校推薦・指定校編入については、入試・広報部までお問い合せ下さい。
留学生入試については、国際交流センターまでお問い合せ下さい。

大
阪
国
際
大
学
大
学
院

選考種別（略称） 出願期間（締切日消印有効） 選考日
修
士
課
程

二次
経 営 情 報 学 研 究 科

１月26日(火)〜２月５日(金) ２月13日(土)
総 合 社 会 科 学 研 究 科

博士（後期）課程
経営情報学研究科のみ １月26日(火)〜２月５日(金) ２月13日(土)

出願期間 選考日

大阪国際
滝井高等学校

普通科

体育・吹奏楽コース
標 準 コ ー ス
幼児保育進学コース
看 護 進 学 コ ー ス
特 進 コ ー ス １月25日(月)〜１月30日(土) ２月10日(水)･１１日(木･祝)

国　際　科

大阪国際
大和田高等学校 普通科

スーパー理数コース
理数コース
英数コース

１月25日(月)〜２月２日(火) ２月10日(水)･１１日(木･祝)

大阪国際
大和田中学校

一次
平成21年12月17日(木)〜

12月25日(金)
１月８日(金)〜１月14日(木)

１月16日(土)

二次
Ａ

平成21年12月17日(木)〜
12月25日(金)

１月８日(金)〜１月16日(土)
１月17日(日)

Ｂ １月８日(金)〜１月21日(木) １月21日(木)

高
校
・
中
学
校

予断許さぬ入試状況
大学･短大 − 22年度の中間報告 −

　

平
成
22
年
度
枚
方
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
ビ
ジ
ネ
ス
学
部
、
現
代
社
会
学

部
が
開
設
３
年
目
を
迎
え
、
守
口
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
学
部
が
完
成
年
度
を
迎
え
ま
す
。
短
期
大
学
部
で
は
、
ラ
イ
フ
デ

ザ
イ
ン
総
合
学
科
が
３
コ
ー
ス
（
栄
養
士
コ
ー
ス
、
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン

コ
ー
ス
、
観
光・

英
語
コ
ー
ス
）
に
再
編
さ
れ
、
平
成
22
年
度
入
試
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

定員確保へ一層の努力
本校第１志望 比率は高まるも

　

年
度
当
初
か
ら
各
地
で
開
催
さ
れ

る
大
学
・
短
大
進
学
相
談
会
、
京
阪

神
地
区
を
中
心
と
し
た
高
校
訪
問
に

加
え
て
、
季
刊
誌
等
の
発
刊
、
大
学

・

短
大
案
内
Ｄ
Ｖ
Ｄ
制
作
を
通
し
て

Ｐ
Ｒ
活
動
を
展
開
し
、
本
学
の
魅
力

と
学
部
・
学
科
特
性
を
高
校
生
、
高

校
教
員
、
保
護
者
の
方
々
に
広
め
て

き
ま
し
た
。
特
に
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
は
、
両
キ
ャ
ン
パ
ス
合
わ
せ
て

の
べ
13
日
開
催
し
、
来
場
い
た
だ
い

た
方
に
満
足
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

最
大
限
の
努
力
を
い
た
し
ま
し
た
。

来
場
者
数
は
昨
年
と
比
べ
て
減
少
し

た
も
の
の
、
本
学
を
第
一
志
望
と
す

る
高
校
生
の
比
率
は
高
ま
り
、
そ
れ

な
り
の
手
応
え
は
あ
っ
た
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

18
歳
人
口
の
減
少
は
横
ば
い
に

は
な
っ
た
も
の
の
、
大
学
を
取
り
巻

く
環
境
は
年
々
厳
し
さ
を
増
し
て
き

て
お
り
ま
す
。
特
に
短
期
大
学
に
い

た
っ
て
は
、
約
７
割
に
相
当
す
る
短

大
が
定
員
を
割
っ
て
い
る
状
況
の
な

か
で
、
起
爆
剤
と
な
る
き
っ
か
け
を

見
つ
け
る
こ
と
の
で
き
な
い
状
況

で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
特
別
推
薦

（
ス
ポ
ー
ツ
・
女
子
生
徒
）
入
試
の

よ
う
に
常
に
受
験
生
の
ニ
ー
ズ
を
先

取
り
し
た
入
試
方
法
を
取
り
入
れ
、

ま
た
、
本
学
周
辺
の
地
元
校
に
は
、

特
に
力
を
入
れ
て
広
報
活
動
を
お
こ

な
い
ま
し
た
。

　

８
月
か
ら
始
ま
っ
た
Ａ
Ｏ
入
試
、

10
月
の
指
定
校
推
薦
入
試
、
11
月
の

公
募
推
薦
入
試
を
終
え
た
段
階
で
、

Ａ
Ｏ
入
試
を
除
き
前
年
度
と
比
較
し

て
志
願
者
数
が
や
や
減
少
傾
向
に
あ

り
ま
す
。
平
成
22
年
度
入
試
も
こ
れ

か
ら
後
半
を
迎
え
ま
す
が
、
学
生
確

保
に
向
け
て
地
道
な
努
力
を
続
け
て

い
き
ま
す
。

（
入
試
・
広
報
部
係
長

 

山
口　

寛
之
）

受
験
生
や
保
護
者
で
盛
況

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
／
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
も
開
催

多
彩
な
企
画 

各
校
よ
り
深
く
知
る
場
に

　

今
年
度
も
、
各
校
で
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
、
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
な
ど
受
験
生
や
そ
の
保
護
者
を
対
象
と

し
た
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
た
。
教
育
内
容
や
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
を
体
験
で
き
る
よ
う
、
学
生
・
生
徒
の
協

力
も
得
て
多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
行
わ
れ
、
会
場
は
多
く
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
っ
た
。

枚方キャンパスの在学生相談コーナー、学生スタッフが親身に相談にのる

守口キャンパスでも多彩なプログラムで学科内容を紹介

◆
大
学･

短
大

一
味
違
う
学
科
紹
介

　

大
学
・
短
大
で
は
、

６
月
か
ら
９
月
に
か
け

て
、
枚
方
キ
ャ
ン
パ
ス

で
６
回
、
守
口
キ
ャ
ン

パ
ス
で
７
回
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ

ス
が
開
催
さ
れ
、
の
べ
約
２
７
０
０

人
の
来
場
が
あ
っ
た
。

　

枚
方
で
は
「
コ
ン
ビ
ニ
を
経
営
し

て
み
よ
う
！
～
経
営
を
ゲ
ー
ム
で
学

ぶ
～
」「
３
次
元
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
グ

滝井高校では子どもが喜ぶ簡単な手品と折り紙の裏技教室
（幼児保育進学コース志望者向き）

大和田高校オープンスクールの一コマ。社会科・クイズヘキサゴン！

大
和
田
中
学
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
。
在
校
生
も

一
緒
に
英
語
体
験

ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
の
魅
力
」
な
ど
、
各

学
科
の
工
夫
を
こ
ら
し
た
紹
介
や

各
種
相
談
ブ
ー
ス
の
他
、
在
学
生
が

受
講
し
て
い
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

の
事
前
研
修
を
受
験
生
に
も
公
開
し

た
。

　

ま
た
、
守
口
キ
ャ
ン
パ
ス
で
も
、

「
元
キ
ャ
ビ
ン
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
に
よ

る
エ
ア
ラ
イ
ン
で
働
く
た
め
に
は
」

「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
」
な
ど
の

特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し
、
受
験

生
か
ら
も
好
評
で
あ
っ
た
。

◆
滝
井
高
校

　

学
校
見
学
会
や

　

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
体
験

　

滝
井
高
校
で
は
、
８
月
・
10
月
・

11
月
に
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
を
計
３

回
行
い
、
来
場
者
は
３
０
９
人
だ
っ

た
。
ま
た
、
普
段
の
雰
囲
気
や
授
業
・

生
徒
の
様
子
を
見
て
も
ら
う
こ
と
を

目
的
と
し
た
「
学
校
見
学
会
」
や
「
中

学
生
対
象
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
ク
ラ
ブ

体
験
」
を
そ
れ
ぞ
れ
３
回
ず
つ
行
う

な
ど
、
様
々
な
機
会
で
学
校
を
紹
介
し

た
。

◆
大
和
田
高
校

　

海
外
研
修
な
ど
の
紹
介
も

　

大
和
田
高
校
で
は
、
９
月
に
オ
ー

プ
ン
ス
ク
ー
ル
を
実
施
。
２
２
２
人

が
入
試
対
策
講
座
や
授
業
・
ク
ラ
ブ

体
験
、
海
外
研
修
・
国
際
交
流
の
紹

介
な
ど
に
参
加
し
た
。

◆
大
和
田
中
学

　

入
試
問
題
の
解
説
な
ど

　

大
和
田
中
学
で
も
、
７
月
に
実

施
。
84
人
が
、
英
会
話
と
手
作
り
体

験
な
ど
を
楽
し
み
な
が
ら
学
校
の
雰

囲
気
に
触
れ
た
。
ま
た
10
月
10
日
に

は
体
験
学
習
会
も
行
わ
れ
、
入
試
問

題
の
解
説
な
ど
で
多
く
の
小
学
生
が

授
業
の
雰
囲
気
を
味
わ
っ
た
。

　

Ｊ
Ｒ
京
都
駅
か
ら
枚
方
キ
ャ
ン
パ

ス
区
間
の
直
通
バ
ス
の
運
行
が
、
京
阪

バ
ス
株
式
会
社
に
よ
り
11
月
１
日
か

ら
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
は
、

京
都
駅
か
ら
枚
方

キ
ャ
ン
パ
ス
ま
で

は
電
車
を
乗
り
継

ぎ
、
１
時
間
以
上

か
か
っ
て
い
た
の

が
、
今
回
の
直
通

バ
ス
の
運
行
に
よ

り
約
26
分
で
移
動

で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
さ
ら

に
、

本
学
へ
の

バ
ス
到
着

時
間
は
各

枚方キャンパス ⇄ JR京都駅

直通バス発車
時
限
の
授
業
開
始
に
間

に
合
う
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
直
通
バ

ス
に
よ
り
、
今
ま
で
京

都
方
面
か
ら
通
学

し
て
い
た
学
生
も

乗
り
換
え
時
間
を

気
に
せ
ず
通
学
で

き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

　

ま
た
、
６
枚
綴 

り
で
、
２
１
０
０ 

円
（
３
割
引
）
の

記
念
特
別
割
引「
直

Ｑ
券
」
が
本
学
生
の
み
に
発
売

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
経
路
は

学
割
設
定
の
な
い
経
路
の
た
め
、
大
学

の
負
担
と
京
阪
バ
ス
株
式
会
社
の
ご

厚
意
に
よ
り
実
現
に
至
り
ま
し
た
。

授業開始にあわせ所要時間26分
運賃片道500円
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大
阪
国
際
大
学 

心
理
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科

＇07
年
卒

株
式
会
社
ヨ
ド
バ
シ
カ
メ
ラ

　

Ｐ
Ｃ
ア
ク
セ
サ
リ
ー
専
門

樫
内　

志
乃

OB・OGレポート
常にお客様視点で考え、工夫

　私は、人と積極的に話したり接することが苦手だったのですが、接客主
体の仕事でも商品の展開など自由にできるということに対して、強い魅力
を感じ入社しました。
　入社当初、家電製品については全くといってわからず不安いっぱいでし
た。商品一つ一つの特徴はもちろんのこと、使い方などの基本知識は３ヵ
月という期間にみっちりと研修を受け、土台を身に付けることができたの
で良かったです。しかし、いざ実践で売り場に出て接客となるとどのよう
に説明したらいいかわからなかったり、時間をかけてお客様を怒らせてし
まったことも何回かありました。その後徐々に慣れてきた頃に、接客した
お客様から「商品のことで相談して良かった。ありがとう」と、いうお言
葉をいただきとても嬉しかったです。
　今その言葉を胸に思いながら接客スピードや言葉遣いなど、一人一人の
お客様にあった接客をするよう工夫し、常にベストを尽くすことを心がけ
ています。
　さらに、これからの課題としてお客様の笑顔が見れるよう、商品展開・
接客応対・商品説明をお客様視点にたって疑問を持ち考え、それをわかり
やすく・見やすく・体感できるように工夫していきたいと思っています。
また、自分の仕事を誇りに思い、活き活きと楽しく仕事ができるように、
努力しこれからも頑張っていきたいです。

21年度

就職総括とキャリアセンター

学
生
と
求
人 

マ
ッ
チ
ン
グ
さ
ら
に
努
力

就職活動の拠点・キャリアセンターの活用方法を説明する、キャリアセンター
ツアーの様子（短大１年次生対象、守口キャンパス11月）

　

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
と
し
て
は
前

述
の
環
境
を
予
測
し
て
、
キ
ャ
リ
ア

支
援
を
準
備
編
と
実
践
編
に
分
け
、

準
備
編
は
「
就
職
活
動
の
理
解
」

を
ス
タ
ー
ト
に
「
自
分
」「
仕
事
」

「
会
社
」
に
つ
い
て
「
考
え
る
」「
書

く
」「
話
す
」
訓
練
を
す
る
講
座
や

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
中
心
に
行
い
、

実
践
編
で
は
「
面
接
試
験
」
や
「
筆

記
試
験
」
の
対
策
と
し
て
面
接
セ
ミ

ナ
ー
、
Ｓ
Ｐ
Ｉ
や
一
般
常
識
の
模
擬

試
験
を
定
期
的
に
実
施
し
て
き
ま
し

た
。
特
に
、
面
接
対
策
は
最
重
要
項

目
と
し
て
位
置
づ
け
、
大
学
で
は
1０

月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
、
面
接
セ
ミ

ナ
ー
で
５
５
４
人
の
受
講
者
に
、
マ

ナ
ー
や
質
問
に
対
す
る
練
習
を
繰
り

返
し
行
い
ま
し
た
。
短
大
で
は
５
月

に
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
の
全

セ
ミ
ナ
ー
で
マ
ナ
ー
や
質
問
に
対
す

る
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

就
職
活
動
を
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
て

行
け
る
よ
う
に
指
導
を
行
う
一
方
、

「
学
生
と
求
人
の
マ
ッ
チ
ン
グ
」
を

テ
ー
マ
と
し
て
掲
げ
、
企
業
セ
ミ

ナ
ー
や
求
人
斡
旋
会
、
個
別
面
談
で

も
可
能
な
限
り
求
人
の
紹
介
を
行
う

こ
と
に
よ
り
、
文
字
通
り
学
生
と
求

人
を
結
び
つ
け
る
こ
と
を
具
体
的
な

支
援
と
し
て
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

特
に
、
企
業
セ
ミ
ナ
ー
は
２
月
、
６

月
、
７
月
、
９
月
の
４
回
開
催
し
、

延
べ
１
８
２
社
の
参
加
を
得
ま
し

た
。
９
月
末
の
就
職
内
定
者
大
学

２
５
０
人
の
内
、４６
人
（
1８･

４
％
）

が
企
業
セ
ミ
ナ
ー
参
加
企
業
か
ら
内

定
を
得
て
お
り
、
厳
し
い
就
職
環
境

の
中
で
も
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
全
体

　

平
成
２０
年
９
月
の
米
国
発
の
金
融
シ
ョ
ッ
ク
は
１
年
を
経
っ
た
今
も
な

お
、
日
本
の
学
生
の
就
職
活
動
に
そ
の
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。
今
年

の
４
月
に
１･

６２
倍
（
民
間
企
業
求
人
総
数
約
７２･

５
万
人
／
民
間
企
業
就

職
希
望
者
数
約
４４･

７
万
人
）
と
発
表
さ
れ
た
新
卒
求
人
倍
率
（
数
値
出

所　

リ
ク
ル
ー
ト
ワ
ー
ク
ス
）
は
当
初
そ
れ
ほ
ど
の
落
ち
込
み
を
想
像
さ

せ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
採
用
活
動
が
進
む
に
つ
れ
て
、
数
字
以
上
の
厳
し

さ
を
実
感
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。

面接対策を重点に
未内定者 就活を“後押し”

で
「
学
生
と
求
人
の
マ
ッ
チ
ン
グ
」

に
取
り
組
み
、
一
定
の
成
果
を
挙
げ

る
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
ま
す
。

　

平
成
２1
年
９
月
末
現
在
の
就
職
率

は
大
学
２４･

９
％
（
昨
年
比
1０･

０
ポ
イ

ン
ト
減
）、
短
大
1５･

３
％
（
昨
年
比
1２

･

０
ポ
イ
ン
ト
減
）と
な
っ
て
い
ま
す
。

企
業
も
次
年
度
の
採
用
活
動
に
舵
を

切
っ
て
お
り
、
新
規
や
追
加
の
求
人

は
多
く
望
め
ず
、
就
職
未
内
定
者
に

は
厳
し
い
時
期
に
な
り
ま
す
が
、
今

後
は
、
就
職
活
動
を
全
く
し
て
い
な

い
者
、
就
職
活
動
を
中
断
し
て
い
た

者
、
就
職
活
動
は
続
け
て
い
た
者
な

ど
内
定
し
て
い
な
い
理
由
に
応
じ
た

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
行
う
こ
と
に
よ

り
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
維
持
さ
せ
、

「
学
生
と
求
人
の
マ
ッ
チ
ン
グ
」
を

続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー　

課
長

 

定
國　

通
雄
）

京
都
信
用
金
庫
本
店

大
阪
国
際
大
学
経
営
情
報
学
部

３
年
次
生　

戸
田　

義
隆

　

私
が
京
都
信

用
金
庫
本
店
で

の
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
を
希
望

し
た
理
由
は
、

履
修
し
て
い
た
科
目
の
中
で
の
金
融

機
関
の
方
々
の
お
話
が
非
常
に
興
味

深
い
も
の
だ
っ
た
か
ら
で
す
。

　

様
々
な
大
学
の
学
生
が
参
加
し
、

最
初
は
緊
張
し
ま
し
た
が
、
時
間
が

経
つ
に
つ
れ
て
打
ち
解
け
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
期
間
中
は
各
部
署
で

の
講
義
や
見
学
、
支
店
で
の
営
業
店

実
習
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
な
ど
の
多

数
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
ん
で
い
た
だ

き
、
と
て
も
素
晴
ら
し
い
体
験
で
し

た
。

　

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
相
手
の
意

見
を
取
り
入
れ
つ
つ
、
自
分
の
意
見

を
発
言
し
て
い
く
難
し
さ
を
強
く
感

じ
ま
し
た
。
ま
た
、
実
習
中
に
お
客

Ｍ
Ｂ
Ｓ
企
画

大
阪
国
際
大
学
人
間
科
学
部

心
理
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科

３
年
次
生　

瓦
谷　

由
貴

　

私
は
番
組
制

作
な
ど
を
行
っ

て
い
る
「
Ｍ
Ｂ

Ｓ
企
画
」
へ
研

修
に
行
き
ま
し

た
。
私
た
ち
が
普
段
何
気
な
く
見
て

い
る
テ
レ
ビ
番
組
に
は
様
々
な
プ
ロ

が
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
番
組

が
放
送
さ
れ
る
何
倍
も
の
時
間
を
か

け
一
つ
の
番
組
を
作
っ
て
い
ま
す
。

様
の
お
宅
へ
の
営
業
に
同
行
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
時
は
、
支
店
長
と
お
客

様
の
和
や
か
な
や
り
取
り
を
見
て
、

信
用
金
庫
の
地
域
密
着
型
と
い
う
ス

タ
イ
ル
が
ど
の
よ
う
な
も
の
か
実
感

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
機
会
で
学
ん
だ
こ
と
を
活
か

し
、
就
職
難
に
立
ち
向
か
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

〝
地
域
密
着
〟
営
業
活
動
通
し
実
感

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加
し
て

そ
の
人
の
多
さ
と
、
費
や
す
時
間
に

と
て
も
驚
き
ま
し
た
。

　

実
際
の
生
の
現
場
を
見
学
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
の
は
本
当
に
貴
重
な
経

験
で
し
た
。

　

テ
レ
ビ
画
面
か
ら
で
は
感
じ
る
事

が
出
来
な
い
、
現
場
の
独
特
の
緊
張

感
は
そ
の
場
に
い
る
だ
け
で
圧
倒
さ

れ
ま
し
た
。

　

み
な
さ
ん
の
仕
事
に
か
け
る
思
い

や
プ
ロ
意
識
が
ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
っ

て
き
て
、「
仕
事
と
は
」「
プ
ロ
意
識

と
は
」
と
い
う
こ
と
を
真
剣
に
考
え

る
事
が
出
来
ま
し
た
。

　

ま
た
、
様
々
な
年
代
の
社
員
の

方
々
か
ら
も
苦
労
話
や
仕
事
へ
の
思

い
を
お
聞
き
す
る
事
が
で
き
、
仕
事

に
対
す
る
思
い
が
自
分
に
は
ま
だ
ま

だ
足
り
て
い
な
い
と
痛
感
し
ま
し

た
。
就
職
活
動
生
と
し
て
、
こ
れ
で

は
い
け
な
い
と
気
付
か
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
れ
か
ら
就
職
活
動
を
し
て
い
く

う
え
で
、
や
り
た
い
仕
事
へ
の
思
い

や
目
標
を
明
確
に
し
、
就
職
活
動
に

活
か
し
て
い
き
た
い
で
す
。

仕
事
と
は
プ
ロ
と
は 

学
ぶ
機
会
に

　

大
学
・
短
大
で
、
今
年
度
も
９
月

に
保
護
者
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
た
。

今
年
も
遠
方
を
含
め
多
く
の
保
護
者

の
方
々
が
訪
れ
、
そ
の
熱
心
さ
に
応

え
る
べ
く
大
学
・
短
大
教
職
員
も
懇

談
会
に
臨
ん
だ
。

　

守
口
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
９
月
12
日

に
行
わ
れ
、
大
学
人
間
科
学
部
・
国
際

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部
は
、
２
部

構
成
で
、
第
１
部
の
就
職
説
明
会
に
は

１
３
８
人
、
第
２
部
の
学
科
別
教
育
懇

談
会
に
も
、
１
３
８
人
の
保
護
者
が
参

加
。
う
ち
94
人
が
教
員
と
の
個
人
面
談

も
受
け
ら
れ
た
。

　

ま
た
、
短
大
で
は
第
１
部
の
就
職

説
明
会
に
は
79
人
、
第
２
部
の
学
科

別
教
育
懇
談
会
に
は
66
人
が
参
加
。

う
ち
49
人
が
面
談
を
受
け
た
。

　

一
方
、
枚
方
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、

９
月
15
日
に
行
わ
れ
計
１
０
６
人
の

保
護
者
が
参
加
し
た
。

　

個
別
相
談
ブ
ー
ス
で
は
、
両
キ
ャ
ン

パ
ス
を
通
じ
、
就
職
関
係
ブ
ー
ス
で
特

に
多
く
の
相
談
が
あ
っ
た
。
他
に
も
、

教
務
、
学
生
支
援
、
留
学
・
国
際
交
流

な
ど
テ
ー
マ
に
分
か
れ
、
ス
タ
ッ
フ
が

具
体
的
な
相
談
に
応
じ
た
。

　

終
了
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
３

年
次
生
で
初
め
て
参
加
し
た
の
で
す

が
、
も
っ
と
早
く
か
ら
参
加
す
れ
ば

よ
か
っ
た
」「
大
学
生
に
な
っ
た
ら
、

大
学
と
の
先
生
方
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
な
い
と
思
っ
て
い
た
が
、

こ
う
い
う
機
会
が
あ
っ
て
大
変
よ

か
っ
た
」「
先
生
に
も
暖
か
い
お
言

葉
を
い
た
だ
き
、
本
当
に
心
か
ら
感

謝
致
し
て
お
り
ま
す
‼
」
な
ど
、
意

見
や
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

こ
の
ほ
か
、「
就
職
難
で
す
の
で
、

早
目
の
対
応
、
情
報
を
お
願
い
し
ま

す
。
資
格
取
得
に
も
積
極
的
に
指
導

願
い
ま
す
」「
参
加
保
護
者
の
交
流

会
の
時
間
が
あ
れ
ば
、
経
験
者
の
方

か
ら
の
体
験
談
が
聞
け
る
の
で
は
と

思
い
ま
す
」
と
、
様
々
な
要
望
も
寄

せ
ら
れ
た
。

大学･短大
保護者懇

氷
河
時
代
の
再
来
に ―

〝
就
職
に
高
い
関
心
〟

テ
ー
マ
別
、
相
談
を
受
け
る

枚方キャンパスでの保護者懇談会の様子（９月1５日）

帝
国
女
子
短
期
大
学　

幼
児
教
育
科

＇85
年
卒

米
国
・
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
ビ
ジ
ョ
ン

（Spectrum
 Visions LLC

）
Ｃ
Ｅ
Ｏ

久
保　

由
美(

旧
姓 

坂
口)

自分がやりたい事に、邁進を
　現在、自閉症用のiPhoneアプリを世界にリリースするため、生き馬
の目を抜くような競争が行わているシリコンバレーで、社長として勤
務しております。私は大学時代、幼児教育を専攻。特別支援教育には、
興味がありました。渡米後、ボランティアを行いながら育児をし、の
ち永住権を取得。起業し、ITを使って特別支援教育を援助する仕事
をしております。大学時代の学びは、人間を豊かにする肥料のような
ものでした。
　日本人留学生やアメリカ訪問する学生の方を見て思うことは三つで
す。一つ目は、自分がやりたいと思ったことをどんどん行っていくこ
と。二つ目は、できない理由を見つけることに時間を割かないこと。
三つ目はやりたいことに自ら年齢制限を設定しない事です。世間で言
う○歳の時に○○をしましょうというのは、間違いが多いものです。
やりたいことを行えば、それが失敗しても成功しても必ず身になりま
す。学生の方々は充実した学生生活をお送りください。
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